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新約聖書 

ヨハネ第一の手紙 

第三章 

わたしたちが神の子と呼ばれるためには、どんなに 

大きな愛を父から賜ったことか、よく考え 

てみなさい。わたしたちは、すでに神の子なのである。 

世がわたしたちを知らないのは、父を知らなかったから 

である。 

２愛する者たちよ。わたしたちは今や神の子で 

ある。しかし、わたしたちがどうなるのか、まだ明らかで 

はない。彼が現れる時、わたしたちは、自分たちが 

彼に似るものとなることを知っている。その御姿（みすがた） 

を見るからである。 

３彼についてこの望みをいだいている者は皆、彼が 

きよくあらわれるように、自らをきよくする。 

４すべて罪を犯す者は、不法を行う者である。 

罪は不法である。 

5 あなたがたが知っているとおり、彼は罪をとり除く 

ために現れたのであって、彼にはなんら罪がない。 

６すべて彼におる者は、罪を犯さない。すべて罪 

 



を犯す者は彼を見たこともなく、知ったこともない者 

である。 

７子たちよ。だれにも惑わされてはならない。彼が 

義人であると同様に、義を行う者は義人
ヨ シ ト

である。 



私が神、再臨したイエスであることを信じてほしい。私は自覚と聖書の導きに

よって生きています。私は世に問いたい。ルサンチマン（恨み）からではなく、

人々を弱いとか強いとかに分ける価値観を、もう一度再確認してほしい。 

後ろからぼっ立て、競争に仕向け、苦しむ人々の姿を見て、悦に入っているのは

Satan です。勝つためにはどんな汚いことでもする。負けたものには容赦ない侮

辱。そんな世界はもう終わりにしないといけません。どうか皆様のおおらかな賛

意をください。 

私は、私の書きものが世に流布されることが唯一 Satan への対抗手段であると訴

えます。真実の愛があるからです。ここに共鳴した善人に神の国、不老不死、永遠

の命が約束されるでしょう。 すべての経緯が判明します。神の国は近い。永遠

の命を確かなものにするため、愛を確実なものにする。すべてはひとりひとりの

信仰にあります。 

私を信じて下さい。私は多くの方々が福音にふれ、幸せになり、神の義、愛に、

涙も消え去ってゆくことを望んでいます。 

欲望から放れ、美しい想いを抱くこと、大事です。不完全な人達も誠意と思いや

り、信仰によって神の義を抱き、完全円満な姿、成仏と呼ばれる境涯へと誘われ

てゆきます。 

日蓮は久遠元初の仏であり創造主（神）です。つまりイエスと日蓮は同一の存在。

復活と成仏、同様に愛に包まれた暖かい境界にあります。 



私、梶原義人はその名の通り、煩悩が燃え盛る、火事の原野にひとり立つ正義の

男です。皆様に真実の信仰を掴んでいただきたい。一人でも多くの人が神の王国

の住人になれるよう衷心より願う次第であります。 

私は三位一体の支持者です。聖霊は固定観念から放れ自由に生きていくことの大

切さを体感によって知らせてきます。そして聖書とのダイアローグ（対話）は私に

とっての神への自覚を促す基本です。すべての完結が私、義人によってなされる

ということです。 

人々の不安を煽るような終末論は展開致しません。ただ何かが生まれ起こるはず

です。それだけは確かです。 

皆様と共に幸福へと歩んでゆきたいです。本物の信仰を抱いて。 

この小道が広く大きな愛の街道となり皆さまの幸福に必ずや貢献されると信じ

て疑いありません。では、いざ、よろしくお願い申し上げます。 

  



（第一章） 

君へ１ 

 出来たらフレンドリーな位置に立ったら。友達を職場で作りたい人もいるだろ

う。語弊があるかもしれないけど、楽しく働きたいと思う人も。「仕事だろう」と

「昭和」は言いました。でも仕事だからこそ辛いのです。何が言いたいか。働き

やすい環境は事故を防ぎ、また組織の対外的な評判もあげます。トップは理念を

周知させ、たおやかな統治に努力しなければ。南無妙法蓮華経 

君へ２ 

 まだ泣いているかい。ハンカチで拭ってあげたい。キスして、ハグして。寂し

いときはイエスに祈るのだ。恥ずかしいことではない。唯一の権威だ。愛である。

目に見えない世界、命の永続性を信ぜよ。因果応報。善きことをなせ。離婚が悪

なら僕も一緒に地獄に行く。君の愛情の深さを僕は知っている。泣かなくていい。

神もお釈迦様もご存じだ、Satan は結果的に俺たちの人間性を磨くことになった。

心配しなくていい。皆うまくいく。俺はそう信じていたよ。ずっとね。 

南無妙法蓮華経 

君へ３ 

 君は頑張っている。だからこそ少し、肩の力を抜くのが大切。人間の言動、行

動をコントロールしようと考えない。自存自立、縛らない。ポイントを各部署の

幹部に伝える。ミスのすべての報告を受けたら憂鬱になるだけだ。中間管理職に

は人間性と判断力が問われる。日頃のコミュニケーションが大事だ。引っ込み思



案を克服する気概でセッション（会合）に望め、大丈夫だから。俺と本気で一緒

になると決めたのなら聖霊が働く。すべてが動き出すのだ。マーフィーの法則、

思った通りになる。南無妙法蓮華経 

君へ４ 

 強がりはやめよう。そして周りの人にはこちらから理解を試みる。でも付和雷

同も、迎合も必要はない。こちらの組織人としてあるべき姿を、優しく表し、諭

す。みな目的を共有する仲間であることを周知させる。南無妙法蓮華経 

君へ５ 

 寂しいから男をつくる。 「寂しい、抱かれたい」の心理が僕にはわからない。君

はこの意味合いわかるかい。南無妙法蓮華経 

 

君へ６ 

 心配にはきりがない。僕とソチの関係を見てください。子供たちを虐待するわ

けがないじゃないか。もっと楽天的にね。想いを諦め、念仏者となってはいけな

い。愛している。このことは、君が子供たちに、敬意を将来受けるエビデンスと

なる。子供らは分かってくれるさ。愛を重視した君を支持し、生きる目的を見出

すだろう。大丈夫、僕が正しい信仰に導くから。夫婦間の愛の欠如の方が問題だ。

懸念はいらないよ。力の限り君たちを愛します。君が悩むのもわかる。二人で試

行錯誤して彼らの反抗期を乗り越えよう。その前に必ず深い絆、信頼関係を作っ



て見せるから。幼き日の俺とおやじとの温かい関係を思い出してね。僕は嬉しい

よ。君の子だから何度も言うけど大丈夫。愛します。南無妙法蓮華経 

君へ７  

いつも理詰めで妻を追いつめる公務員がいた。妻は脳梗塞になり半身不随となる。

男は世話をしていく中で己の冷酷だった仕打ちを思い出す。彼は本当に仏様の教

え、慈悲という思いやりに気づき、涙を流し懴悔した。その後、彼は近在の行政

センターの要職に就いた。彼には最早、おごりも妬みも怒りもなかった。あるの

は心の底から誕生した静かな感謝の笑みだけであった。南無妙法蓮華経 

君へ 8  

結婚について不安が先行しているね。結局、俺の言ったことを順守していない。

信仰せよ。ただ真の愛、好きか嫌いか。後は論ずるにあらず。南無妙法蓮華経 

君へ９ 

 モテより信頼が大切はよくわかります。自分に当てはめると富永先生の迷惑お

ぢさん論とは少し違います。僕は君を単なる性の対象として見ているのではなく

敬意を抱き 12 年間愛し続けたのです。秘匿の中、貴院に乗り込みストーカー呼ば

わりされたのは腹立たしかったが 20 の年の差も自由の象徴であると互いに認識

しているね。勘違いおぢさんと一括りにせず純粋な恋愛の一つの形態としてみて

ほしいよね。そしたら本当に嬉しい。ĒD の私を許容してくれる君。僕は未来永

劫愛し続けることを誓います。南無妙法蓮華経 

  



君へ 10 

 Facebook のページ、幸せの色一つ、今日は、白にピンクの映える小さな花か。

いつも君からのプレゼントのようで嬉しいです。南無妙法蓮華経 

 

君へ 11  

人生ってやつは、思い通りにならないことを受け入れた瞬間から、価値観の修正

を図る。そこから新たな知恵が湧く、愛だけを頼りに。南無妙法蓮華経。 

君へ 12 

 過去の生き方、まずはよかったと思いなよ。俺はわがままに好きなことだけや

っている。だから何も後悔はない。そして病も気にしない。君の記憶から去らな

い俺、その苦しみを表した最後のラブレターというページ。なぜ俺が君の脳裏か

ら消えないか。君には必要だからだよ。信じて、祈るんだ、誰が大切な人で君を

守っているか。僕が愛し祈ることを、矮小化する前に。君よ、たかが愛と切り捨

てられますか、僕の恋心、その想いを。南無妙法蓮華経 

君へ 13 

  「いい人が我慢するのはおかしい」。君に言う。傷ついても発言してほしい。真

っ直ぐで、短気で嫉妬深いお嬢さんの君を僕は全部愛している。僕の真意を知っ

てほしい。人は皆、我欲の塊だ。その行状をちゃんと目をそらさず凝視してほし

い。優しくふるまうだけの偽善に生きる。そんな精神科医はいらない。この修行、

人混みの泥を養分に、真白な蓮の華を咲かせよう。それには人々の心情、欲望を



やみくもに否定、忌避しないこと。事実としてとらえ、建設的かつ真の愛を持っ

て、ポジティブ思考で意図的に向かい合ってほしい。願いを果たすためには、例

えば贈答品などが代表とされる。一つの効果的で確かな方法論も浮かんでくるか

もしれない。それが立派な精神科医になるためのもの。理想を抱きながらも現実

的な側面も知る。まさに必至だと思うのです。君は正義感が強く感受性が豊かで

愛情深いことは十分に知っている。愛している。南無妙法蓮華経 

君へ 14 

 僕はいつも自分を鼓舞するためにスローガンを打ち上げる。邪魔する悪魔も仕

組まれている。自分の意志、誰かに吹っ掛けられた仕事ではない。今度は富山駅

構内での辻説法。来年の春やるよ。Satan は私の恐怖心あおり安眠を脅かした。

Satan は怖いのだろう、この私が。まずこれが布教の一番いいやり方なのかはま

だ分からない。でも決めたことだ。自分自身を皆に可視化させるのだ。「聖蓮会」

という表明。そのもとになる「聖書に導かれて南無妙法蓮華経」の本尊。それを

掲げて。どうなるのだろう。初めから上手く行くというのは虫のいい話。俺はポ

ジティブだ。失敗も覚悟の上。そして根本的に俺には失敗の文字はない。転ぶた

び、何か光るものをつかむ。これを習慣として恒例の行事にするのか。今はまだ

何も分からない。ただ 「世界へ、想いの頒布」、駆け出しにはなりそうだ。それで

いい。仲間も求め、俺は負けない。南無妙法蓮華経 

  



君へ 15  

自己肯定感が高いということは、己が人より優れていると思うことではなく、誰

かの幸福に貢献できたという満足感にある。しかし恋人が病に伏せるとき充足感

などはない。悲しみの方が大きく響くのである。唐突だが「どんな男と付き合え

ばいいか」不幸の原因を見つけ、解決策を模索し力を尽くし努力してくれる人。

そんな人は放してはいけないね。俺はただ傍で君が笑顔でいてくれればいい。愛

しているよ。⿁滅の刃のように「折れない心」を作るというのは間違っている。

自らにも他者にも優しさの発信が欠けている。「折れても立ち直る」。そして「言

葉を聴く」それは皆、まずは相手より発せられるものだ。つまり他人軸。それを

認識すること大事、自分軸をしっかり持つこと。万策尽きたと思うとき、自分の

変われるときである。何でもやってみなけりゃ分からない。チャレンジ精神、す

べては己の意志だけだ。我欲が大半と肯定したとき大人になり精神が強くなる。

そして自分の真実の優しさを振りまけ。悪魔に立ち向かう愛と正義が生まれる。

そこを叩き台にして人と相対してごらん、このまま強権もふるえず死んでいく君。

あまりにもかわいそうだ。ひとの心理を見抜け、本当の敵は Satan だ。自分のマ

イナス要因になることは考えない。奴がつけ込む。負い目を意識した時点ですべ

てはおかしくなるから、心を壊す前に誠実な自分を信じていたわってあげて下さ

い。辛いときは。南無妙法蓮華経 

笑顔を振りまくことができる。 

ただ明るいわけでもなく暗いわけでもなく 



寂しさもわかっていてどん底を経験している。 

それでも周りに笑顔を振りまくことができる人 

そんな人にわたしはなりたいです。誰でも悲しみは背負っています、だから、いつ

も笑顔でいられる人はすてきなんです。 

あなたを愛している、 

あなたを見つめていると愛することの本当の意味や愛することの素晴らしさがわ

かる。 

あなたといれば心が休まる、どんなにつらい時も楽しい。 

あなたといるといつも笑っていられる。 

これまでの人生であなたと出会えたことが私に起きた最高の出来事。 

私のすべてをかけてあなたを愛している。 

「俺も愛している。この奇跡的な約束、実は生まれる前から結ばれていた。この

命、懸けて完遂させる。」 

この先ずっと後悔しない 

あなたと一緒にいて 

喧嘩したこともあるし 

辛かったこともあるし 

泣いたこともあるし 

切なかったこともあるし 

傷ついたこともあるし 



寂しかったこともあるし 

嫉妬したこともあるし 

悲しかったこともあるけど 

あなたを選んだことを 

後悔したことは一度もない。 

「健気で優しい君がいるよ。ありがとう。愛しているよ。」 

君へ 16 

 板金工、配管工、電気技師、ダクト工、大工、とび職、そしてごみ収集人。危

険、きついと言われる職種。大谷選手は娯楽の玉遊び、虚飾を外しましょう。い

つまで騙されている。よく見ろ、地上の星とは先の人たちをいう。不要不急のゲ

ームとは違う。人々の生活のため日夜インフラ整備、保持に彼らは従事している

のだ、いい加減目を覚ませ。コマーシャリズムの幻影、悪魔はそこに潜み、軍事

に特化する愛国心という、良心に欺瞞的な栄光をもたらす価値観を用意し、戦禍

へと陥らせていくのだ。かっこうのいい感情には必ず悪魔が絡んでいる。真の栄

光（愛国心）とは、平和にお花畑で子猫を抱きしめていたいと、堂々と言うこと

ができるところに存在するのだ。つまり自由、愛、平和。南無妙法蓮華経 

君へ 17 

 君は権力者、でも悪政を布けば反抗される。善政を布こう、中途半端ではなく。

上杉鷹山、君の好きな戦国武将じゃない。ケネディ大統領が最も好きな日本人。

君も知っているね、上下問わず、家臣、領民に慕われた。自ら稲を刈るなど率先



した。そして藩の財政を立て直したのだ。君も「言ったか、言わん」にとらわれ

ず裏側にある肝心なものをあぶりだそう。ここで君の頭の良さが邪魔している。

人間はやるべきものをやるとは限らないのだ。統治は血の通ったセッション（会

合）を通してしか生まれない。悩むならそこです。コンプライアンス（法令遵守）

がなぜ大切か。執行部には説明責任があります。そうした一歩ずつが明日のほほ

えみを築くと思いますよ。偉そうにね、神ですから、呵々大笑。人は何でも言う。

いちいちかまっていたらこちらの身が持たない。俺は君を愛している。だから嫌

なことは忘れて下さい。完璧主義、利用者に対しての情が深いのだな。傷つけあ

いを恐れ、寄り添うことは大切かもしれないが、正論には耳を傾けんと。職員も

せっかくの熟慮した意見も却下されては士気にかかわる。怠慢はよくないね。仕

事なら。あわせてばかりじゃいけない。でも喧嘩ばかりもいけない。トップの君

が突き上げられるなら、「たまにはキレろ。舐められとるんや」。そして君のいな

い世界は僕には考えられない。無責任に聞こえるかもしれないが、金儲け、管理

も大事だが、愛、自由に生きよう。また耳の痛いアドバイスは記憶にとどめ、誰

が何と言おうと自分自身の足で歩むのだ、その跡には美しい秋桜が咲くだろう。

悪役は必ず倒れる、それがハッピーエンドのラブストーリーですね。自分を虐め

てまでの成⾧はあり得ません。ジョブズのように、死の間際に後悔することにな

る。愛する人との時間を、無駄とする人の幸せはどこにあるの。弱ったことだね。

そしてすべてに我慢ができなくなったら、 「祈られ。またいつでもいいから逃げて

こられ」。特攻隊員の最後の言葉 「日本にもう一度思いやりを取り戻してほしい」。



どういうことか。本当の思いやりとは、泣きながら死んだ子猫を抱きしめる。何

度も言う。天皇陛下など私の人生にはいらない。君とソチがいればいい。 

南無妙法蓮華経 

君へ 18 

 愛している。強い意志を持ってください。「好きすぎて苦しい」。僕はいつもウ

ェルカム。最低、寝具さえ揃えればいい。そうだよ。人の顔色なんか気にするな

よ。君は金持ちの権力者、何でもできるよ。良く見ればそう見える。だが法律は

犯せない。限界はある。精神科医は心のプロだよ、自己判断を優先せよ。「好きな

のにこれだけ苦しい、もう止めよう、周りにも否定される。わかっている、幸せ

になれないことは、もう終わり、この気持ちを終わらせよう」。俺は言ったね。で

も馬鹿、俺と一緒にならずして君が幸せになれるわけがないだろう。絶対に愛を

大切にする。それが人生だ。幸せって何。もしかしたら好きな人のために死ぬこ

とかも。贅沢し、財産を持つことが絶対の幸せであるという考えは、本当に間違

っている。二人で布団の上で微笑みあう。そこに愛は存在する。ご飯が食べられ、

雨風がしのげる、暖か、寒いと心配がない。お風呂がある。洗濯機がある。15 年

乗った軽四だが、まだバンバン。王侯貴族の生活である。金は魔物、だがうまく

使えば幸せのもとになる。頑張ろう。色事は人に聞いていいことは全くない。自

分で解き明かすしかないのだ。そのために映画、書籍がある。感情に素直になれ。

他とは事情、背景が違うことを認識することだ。そして当然人には悪意もある。

嫉妬、ねたみ、計算は尽きないもの。また当人が気づいていないこともある。こ



の場合は厄介だ。関わる全部に、悪意があるとは言っていない。善意の押し付け

の方が面倒だ。正しいと信じ切っている。結局、自分で決めな。全員が祝福なん

てまずはない。そして人情はすたれ、さみしい世の中になってしまった。いや昔

からか。人情紙風船。君よ、戦うなら勝つしかない。それは君が逃げず正面から

この愛に向き合う時だ。神仏はそれをまっている。僕も心が離れそうになる。で

も君の笑顔を思い出すとき裏切れないなと思う。二人強くなろう、怖いのは知ら

ないからだ。だから世間を知る。無情の。でも俺の思想に感化された人たちがい

る。少しずつでも。一歩ずつでも進んでいこう。必ず一緒に暮らせるよ。大人に

なれ。誰も君を拉致し鉄格子のなかには閉じ込められない。悩むな、前だけを見

ろ。自己啓発はいいから正義は君にある。人間性を失う生活がいいわけはない。

だからこそ自由、愛、平和のために戦うのだ。己の悪感情を廃し、善意に基づく

温かい気持ちに正直になる。そして毅然と言い渡す、 「離縁としばらくの休暇を」。

自らを立て直し、一緒に住むための準備に入ろう。人間らしく生きるんだ。善と

信じる規制、管理、打ち倒せ。そこからだ。 「周りはこれを応援することこそ正義

だろう。君は恋しい人と所帯を持てなかった。その苦しみは大きい。真実、愛の

成就へ向かうことにしか正義はない」。君は辛いだろう。だからいつも言うように、

祈れ、必ず道は開ける。因縁果報。悪党は血反吐をはいて地獄に落ちるしかない。 

南無妙法蓮華経 

  



君へ 19 

 Мさんの苦しみに気づくのに時間がかかってしまった。40 年の入院生活は大変

な修行だったろう。彼に関与する神さまという悪魔。 「この辛さを終えれば、無形

社会に入り永遠に死なない」。という約束をしたという。拒食による極度の痩身。

推し量れなかった彼の外へ出かけたくない気持ち。それでも彼はスーパーに付き

合ってくれ、帰りにガソリン代だと千円を手渡してくれた。彼を救わねばならん。

彼が俺の布教から心に変化が生まれるのを待つ。俺はもっと人の痛みを知る男に

ならんといかん。人は様々な苦しみを心に持っている。そのもとは、ねたみ、劣

等感が多い。皆、心を強くして優しさを選択せよ。そこに明日が待っているから

ね。君の「善き人と付き合え」という。ページから気づいたよ。Мさんの存在の

重要性を。ありがとう。僕を必要としているは、イエスと同じ病人なのだ。 

南無妙法蓮華経 

君へ 20 

 君は見るからに恵まれすぎるほど、恵まれている。けれども心の空虚さは否め

ない。俺が大先生には相談できない。バーチャル（仮想的）な話だからだ。かつ

ての君の上司だ。話してみては。許されるなら俺も立ち会う。まずは行動だ。そ

して皆に言う。けして俺と比較して落胆してはいけない。俺は聖書のキーパーソ

ン（重要人物）義人だから。まゆさんを救いに来た。頼り、助けを求めるのだ。

それは強く祈り念じること。あとはなるようになる。精神科医は人間性。少しゆ



るく行こうか。張りすぎた弦は切れる。中道を行こう。釈尊の教えだ、苦行はも

ういい。安楽行、南無妙法蓮華経により救われるのだ。南無妙法蓮華経 

君へ 21 自己啓発、能書きはいいのよ、自分を信じなきゃ。逆らう、あん畜生を

張り倒せなければ、せめて睨みつけろ。不屈の精神が知恵を生む。泣くな、まっ

すぐ見よ。嘘が蔓延する。どうしても苦しいなら、逃げ出せ。脅迫に対して正攻

法は捨てるのだ。君がオールを渡した時点で、もはやこの決着はついている。媚

は状態をもっと悪くする。つまりにっちもさっちもいかない。奴らは知っている。

君の倫理観が高く道徳律を重視し、それを破れず離れることができないことを。

つまり君は悪意には無防備の無抵抗だ。このあまざらし、頼るのは法律しかない。

隠すのはよくない。すべてをあからさまにする。死ぬよりはいいだろう。まずは

憲法 25 条、生存権、人権侵害は許されない。これは戦いだ。つまりは君が、安楽

に生活ができればいいのだ。「幸せになるため相手を選ぶ結婚をするのではなく、

苦労を共にしてくれる人を相手に選ぶといい」。教訓だな。そして安らかでいられ

る環境を常に望む、それが一番の仏陀の教えだと思うよ。南無妙法蓮華経 

誰からも愛される愛嬌より 

不愛想なところも愛してくれる人を 

愛したいし付き合いたい。 

なるようになる、大切なのは感謝。 

「傷つけたくないから」別れよう。 

振られた人に心境を尋ねたところ 



「別れる方が傷つく」でした。 

僕から離れないで、愛しています。 

人って悪感情で殺しあうんだよ。 

嫉妬が殺意になってはいけないよ。 

意欲を後押しする、見えない力が、船出に風を吹かすのを、待っています。 

天の時、地の利、人の和。 

君へ 22  

視点、意識を変える。楽に流れる。頼りになるのは自分だけと早く気づく。自己

本位な受け止め方を勧める。とにかくリラックス。悪感情には左右されない。 「早

く嫁に来い」。自立とは思想まで自分で生み出すことだ。式にかかる経費は当人た

ちが決めることで、周りに意見されるものではない。自立した愛こそ大人の想い。

我を通せ、人間それでいい。イエスを信じ感謝する。聖霊が美しく良心をラッピ

ングする。傷つかなくて済む。安楽行 南無妙法蓮華経 

声は心地良い。においは落ち着く。言葉は心に刺さる。目は引き寄せられる。心

は温かい。仕草はかわいい。コメントが来ると勇気が出る。笑顔はテンション上

がる。好きな人は最強。会いたい。 

付き合ってもいないのに嫉妬するし。付き合ってもいないのに泣いちゃうし。付

き合ってもいないのに期待する。 

君へ 23  



俺な、どうしても成功というものに抵抗があるんだ。安定した生活の裏で息苦し

さを感じる。老いとともに収まってきたが、ハードボイルドへの想いは尽きない。

でも君と暮らせば安住があるのではと考えて。何も要らない、君以外は。俺が重

いなら捨ててくれ。俺には欠乏をしてもいい哲学も、君を守りたい覚悟もある。

でも君が将来に見込みを持てない単なるドキドキ感を求めているだけなら、早く

俺から離れてくれ。未来なきクソ爺になる前に。「愛より噂が気になるか」。正直

に生きるべきだよ。でないと足元を見られ侮られることになる。真剣に生きるこ

とだ。不思議と人は何も言わない。俺が焦っていると思うか。まず君は孤独に慣

れ親しむことだ。すべてはそこからはじまる。自らの思想と向き合い、真実の自

分を見つけ大事にする。そこが愛に満ちていればいい。この期に及んで君は「彼

との思い出を愛していると言った。かつては愛し合った仲、大人のようにきれい

にわだかまりなく別れることはできない」と。なぜ僕に伝える。君たちの問題で

はないか。君は僕に嫉妬だといった。違う、僕は君の人間性に疑問を呈したのだ。

「一緒に暮らせない弁解が、ここに出たのか」。不信。茶番には付き合えない。僕

は憎しみに近い、冷めた負の感情を抱いた。君は俺の何を求め、そして欲しい。

「二股にかけ、都合よく俺を扱っているとしか見えない」。君が彼との職場に戻っ

た姿、子供のためにも、周りにも建付けはいいだろう。だが君が僕と本気で生き

るなら、縛りはない。イプセンの「人形の家」ノラの生き方。自由と愛を求めス

ーツケースひとつを下げ、ひとり家を出るノラ。専業主婦だった彼女は、身を売

って暮らすしかないかも。生きている実感の大切さを、この作品は表している。



君もフェラチオを覚えたのなら純情は遠くなったな。熟女の君にノラみたいな勇

気と覚悟、果たしてあるかな。きっと感謝し、役目からも、義務を含んで、責任

あるその地位が幸せであると体制に刷り込まれて、鬱々と日々過ごしていくのだ

ろう。君は言った。「歩幅に合った目標を」 「それって僕との愛の確証へと進むの。

ごまかしなら大悪人だよ」。南無妙法蓮華経 

君へ 24  

前向きな人間には「過去」は肥やしである。今日は明日のためにある。明日は幸

せのためにある。人は皆独りぼっち。でも誰か傍にいると人生ははるかに違う。

甲斐性なしだけど愛し生きているよ、君のおかげさ。こんな俺でも信じてね。幸

せになろうね。南無妙法蓮華経 

君へ 25  

「大好きな人を大好きなまま手放す恋は切ない。本当はずっと一緒にいたいと思

う。本当は一緒に幸せになりたいと思う。けれど好きだという気持ちだけではど

うしようもないことがある。相手の幸せを考えたら身を引く恋もある。」君よ、責

任を刷り込まれているのでは。責任は真の愛にだけで沢山だ。周りは君を呪縛す

る。ひとつはっきり言って金は天下のまわりもの。君の周りはそれにあやかりた

いだけ。俺は君さえあればいい。南無妙法蓮華経 

君へ 26 友情ってやつも夫婦にはかなわない時代です。吉良仁吉は遠い昔の話で

す。それでいいんだろう。良き妻は百万馬力の友達さ。「誰かを好きになるってこ



とは自分の人生をその人に捧げるってこと」。こんなこと言われたら絶対に不幸に

できないね。ありがとう。南無妙法蓮華経 

君へ 27 

 俺は一本気だけど素直さだけは忘れないでくれ。愛しているかい。不幸にも病

棟で亡くなった利用者の方の無念をかみしめて祈るんだよ。その寂しさを知った

ものが優しいものなのだ。うまく老いたらわかるよ。君の幸せは僕と身も心も傍

にいることだよ。明らかだよね。人間は感情の動物だ。心無い言葉に君が傷つく

のも分かる。だからこそ他人軸に惑わされずに自分軸を守れ。そして彼との話に

は僕は入らない。肝心かなめだけを聞かせて。未熟であることを自覚し、自分の

幸せを思い、僕と生きるかどうか決めてください。僕も未熟だから、傷つけたり

するからね。僕は君と暮らしたいよ。決まっているだろ。南無妙法蓮華経 

君へ 28 

 今自筆本、読んでいました。何か悪いことでもしたかな。僕は気を使って。仕

事中でしょ。俺たちの関係は大丈夫だよ。すねたのかい。僕は連絡待っていたよ。

これから二人の暮らしが始まるのだろ。なんか俺にはこんな幸せもったいない気

がする。心配しなくていいから。愛しているから、堂々生きてね。すべては他人

軸、負けるな。自信を持て。俺はパートナーだよ。君に誓うよ。 

南無妙法蓮華経 

  



君へ 29  

君からの離婚の通知。俺はこれからどうする。ファイルの作成、君へのアプロー

チは迷うよ。馬鹿噺と違って初舞台だから、リラックスしたいけど緊張します。

どこかへ踏み出す一歩が分からないのだ。南無妙法蓮華経 

君へ 30  

不倫した人に申し上げたい。すべてを飲み込んで黙しなさい。そして忘れなさい。

「仕方なく」を使ってはいけません。旦那さんと別れて再出発できますか。嘘で

はなく耐えてください。それがあなたにとっての代償です。俺たちは不倫と呼ば

れることは何もしなかった。契りを重んじたからだ。 「憲法 19 条内心、良心の自

由」人を好きになるのを隔てるものはこの世には存在しない。ただ婚姻の重さだ

けは忘れないでね。南無妙法蓮華経 

君へ 31 

 大谷さん、どんな価値があるか。大工、配管工、板金工、屋根屋、漁師、とび

職など職人さんたち全般。肉体労働、彼らの方が生活に密着し生産的ではないか。

大谷さんは 「革で巻いた固い球をすりこぎみたいな棒で打つだけである」。遠くへ

飛ばせばスタンドは熱狂。確かに経済波及効果はある。しかしこれは Satan が仕

掛ける虚飾。300 億のカネを給金とする。これがもし年収 120 万円ならだれが見

に行く。ホームランが出れば客が入るなら相手の投手はホームランを打たせるだ

ろう。所詮は商売である。生活が懸かっているのである。娯楽、不要不急のもの。

騒がれすぎである。スポーツは自慢のためのものであるか。少年たちは社会の薄



汚れた部分を監督の罵声から読みとる。彼らの玉遊びが純粋か。将来金が絡むと、

えげつない様態を生む。熱狂は戦意高揚と根が一緒ではないか。私は危惧してい

る。目立ちたい。キャーキヤー言われたい。大金を手にしたい。女にもてたい。

望みはそんなところである。疑問を呈したいのは私だけか、私は余計ものかな。

大谷さんがいなく、いや野球がなくなっても我々は困らない。だがごみ収集人の

方が突如、皆、病に倒れたら、町の機能に多大なる支障が出るだろう。何が大切

か自問自答してください。答えは即出る。悪魔の価値観はもう忌避しよう。実は

大谷選手よりそれを利用する欲太りの悪魔がいるのだ。皆、おかしな、まやかし

の風にあおられるな。光の天使は悪魔。一切は空。真理を見定めよ。地道に働く

人が偉いに決まっているのさ。南無妙法蓮華経 

優しい人は孤独になり最愛の伴侶を得る 

在日コリアンどうしてこんなにヘイトが増えた。韓国とのシャトル外交が上手く

行くことを祈っている。誰かをスケープゴード（無関係な犠牲者）にしなければ

ならないほど、この国の若者は追い詰められているのか。それを利用する一部の

政治屋。自由、愛、平和を忘れるな。 

「いつも最後だと思って仕事をする。一つのクリアになる」。君は辛いんだな。大

先生みたいに周りに愛されたらなあ。君の魅力、ひたむきさが、いつか誰かに伝

わることを祈ります。堂々としてればいい。 

少し Facebook で言い合いになった。君は「一人を幸せにできればいい」と促し

た。僕は「施設の母を大切にします」と。すると悲しげなページが現れた。 



「ずっとずっといてほしい」。 

こんなに人のこと好きになったの、初めてなの。 

もうどうしていいか分からないほど。 

素直が一番大切なのに素直になるのが一番難しい。 

本当はいつでもメールしたい 

本当はいつでも声が聞きたい。 

本当はいつでも抱きしめてほしい。 

本当はいつでもキスしてほしい。 

本当はいつでも「ねねって」手が届く場所に一緒にいたい。 

本当はいつでも喧嘩したらごめんねって言える距離であなたを見つめていたい。 

不安になって立ちどまったら大丈夫だよって、手つないで引っ張ってほしい。 

本当はいつでも寂しくなったらぎゅっとできるとこにいてほしい。 

ずっとずっといてほしい。 

君へ 32 

 人の言葉を真に受けてはいけない。 「さよなら」でも愛しているの、意味がある

ことも。別れの話じゃないよ。君の特別な人を生んでくれた人だ。哀れな老母に

愛の光を。俺だけを心配している、馬鹿な老い先短い母の幸せを祈ります。俺か

い、泣かないで信じてくれ。愛しているよ。自筆本が面白くて読んでいた。でも

いつも発禁さ。初めての挑戦は失敗がつきものだ。辻説法、上手く行けば儲けも

のだ。全世界の愛による制覇を求めていく。君は孤立しない。神仏が守っている



から。俺をとにかく信じろ。君との恋愛がつぶれたらすべての作品が無意味にな

る。俺たち、もう夫婦なのだ。願いたいのは新聞を読む時間の確保だけ。それだ

け認めてくれたら聖霊の導きによりいつでも君に従いたい。休憩も肝要。心を遮

断する Satan が悪さをする。奴に未来はない。君はのんびり行くのだ。愛に対す

る責任を果たせばいいのさ。いつも微笑んでいてほしい。時代は動くから。 

南無妙法蓮華経。 

君へ 33  

「嫌いな人やずるい人を心からさっさと追い払え」機嫌なおしてデートの誘い

かい。ドキドキする。でも初めに言っとくよ。僕は結婚までは何もしない。君の

希望とは違うかもしれないのかも。でも僕の欲望への懸念を持っていたのなら払

しょくしたいと思う。南無妙法蓮華経 

君へ 34  「付き合っているのを隠すのは、知られてはならないものを、隠したい

からに違いない」。男っていうのは薔薇の鎖に縛られたい気持ちもある。僕は重い

恋を待っている。セフレとは次元が全く違う。思いっきり恋愛はしたい。僕は計

算高いヤリマンはオミット（除外）だよ。主観を活かした、一途な恋愛は成功す

るもの。他人の目を気にしているようじゃだめだ。素直に真剣に重く関わって参

りましょう。もしかして離婚したの。肉体関係のない俺たち、付き合っていたと

は言えないね。でもな。南無妙法蓮華経 

  



君へ 35  

背徳かな。寂しくて君の写真を何人かの女性に見せたよ。知的で美しく素敵な

方だと褒めてくれた。「私らなんかあなたは相手にしないわね」嫌味を言われた。

僕は君を一途に思うだけだよ。南無妙法蓮華経 

君へ 36  

「いやがらせへの最高の仕返しは、怒らず楽しくしていることです。」それは

少々当てつけがましいですね。無理せず自分が楽でいられることが大切ですね。

緊張は確実に心身を蝕みます。南無妙法蓮華経 

君へ 37 

 人に話さない方がいいこと「不安、収入、恋愛事情、夢や目標、家族の問題」、

君は精神科医の立場から、秘匿するよう勧める。好奇な目がある。でもその隠匿

へ向かう意識が結局は本人を苦しめる。「そっと漏らしたい」。俺の君に対する情

報不足からくる不信はどう解決する。開放的になれないわけがある。精神科医へ

の相談は機密事項。秘密の吐露。専権事項、存在意義か。宗教は商売敵か。プラ

イバシーの尊重、我々の知る権利は。なんでもネットで調べられる時代だけど、

各位の感覚の違いだな。ねたみ、悪意、持つやつが多いのも事実だ。君のそこへ

の懸念だね。皆の羞恥心からの解放を望む。南無妙法蓮華経。 

君へ 38 

 結婚式、招待客に気を留めるな。選択への配慮は気に病まず。人は好き勝手を

言う。だから当人たちは、まっすぐに二人の向かう方角だけを見てればいい。主



役は花嫁、花婿さ。披露宴といってもこの先、力を貸してくれる人は判明してい

る。二人信じた道を行こう。南無妙法蓮華経 

君へ 39 

 議論、ことの優先順位を考える。こちらに悪意がない。人の心中を必要以上に

察する脈絡はない。逆に遠慮は大事な論議を著しく無意義なものにしてしまうだ

ろう。南無妙法蓮華経 

君へ 40  

「別れが必ず来る。だから今は一緒にいて」臆してそういうことを言うな。い

ずれは幸せの紅い灯が俺たちには待っている。さみしい気持ちにさせているな。

宗教家、神といっても愛する君さえも救えない。 「愛する気持ちは恋の結果。愛す

べき人を愛し、奉仕をする。犠牲はいとわない。愛すべき人の話は聴いてあげよ

うとする。感情を親身に理解してあげようとする。そして感謝を示し肯定する。

行動が先で気持ちが後からついてくる」。君に教わった。小さな小道から大きな街

道に出る。そこには小さな教会がある。そこで俺たちは結婚式を挙げる。大抵の

結婚式は、心のつながりのない、うす汚れた薄情者が着席する。でもここは違う。

本当に祝福してくれるものだけが着座する。そして拍手。偽善を嫌う君。だがこ

こで少し気配りを。近所にまんじゅうを配ろう。温かい近所付き合いのために。

もし俺が大切な君さえも幸せにできない男なら、もはや宗教家としての誠、愛と

いう真実はないだろう。俺は絶対に悪魔の砦から君を解放してみせる。いまはた

だ、本当に君の息災、心を込めて祈りたいと思う。念ずる毎日の繰り返しが幸せ



の恒常化へと向かうと信じるから。蒙古襲来に際し、その防護に死を覚悟し任地

へ向かう兵士。前にした日蓮大聖人と同じく、私は傍で、君を幸せに導けない己

の非力にハラハラ涙する。でも必ず時宜は来る。それまでは二人、修行なのかも

しれない。南無妙法蓮華経 

愛し愛され続けるとやがて道が拓けていく 

試練の場に立たされて、すべてが自分に敵対するときも相手を愛することができ

ますか。すべてが上手く行っているときに人を受け入れることはたやすいです。

でも自分が行き詰まるとき、本来の優しさを封印し、他人への愛なんかと、疑惑、

ためらいが生まれます。こういう時こそ愛の必要性を認識します。現在の状態の

不安を一度横に置き、魂から人を愛することができたとき。自分の愛がスムーズ

に流れ出し、広がっていくのが分かります。結局愛はすべてに勝つ、愛は死なな

い。そしていつ、誰に出会っても真の愛を与え、また受け入れられる。そんな自

分になる。人間、死に方は選べないが生き方を選ぶことができる。清水が滴るよ

うに、固く閉ざされた心にしみこんでいく。君よ、もう会えないかもと悲嘆せず、

敵意から離れ、愛し、愛されてみよう。きっと良縁に結ばれ、道が拓けていくか

もしれない。愛は深くて尊い。けして軟弱ではありません。人生を決めるのは愛

ですから。永遠の命の下、神の王国が待っています。みんな頑張ろうね。 

ひとの固執に対し、自分軸は善とみるか。念仏者はそれを肯定するか。僕は題目

で大きな愛を行ずる。エゴイストの横着、徹底されるとき諍いは生まれる。体験、

価値観、願望、恐れ、痛み、信念、その人がその人たる所以であり、それぞれが



信じる世界がある。それが血の通った当人の証拠、確かにエゴ（自己執着）には

影の部分もあります。ただ怒りも自分と認めて下さい。行動を起こすとき仕方な

くあらわれるものです。罪悪感、持たずに、逃げずに、前に出よう。 

君へ 41 

 「自分のことを傷つけてくる人にやさしくするほど人生は暇でない」傷つくと

いう自意識の一面だけにとらわれず、包括的に結果、結論に向かうという方向性

大事です。企業では恫喝し上司が訓練を施します。まともに受ければ労災のうつ

病になるでしょう。パワハラです。自己防護のためには苦手意識を傍らにおいて

理にかなった会話をしよう。辛い負の感情に流されない。自分の身を守るための

耐性も必要になる。変われるのは自分だけなのです。ガバナンス（統治）、コンプ

ライアンス（法令順守）の徹底が、上司の目的なのだ。明るく、ゴマをするのさ。

上司も保身からだ。また違った関係が生まれるから。南無妙法蓮華経 

口幅ったいようですけど私は自分の人生を丸ごと受け入れました。年齢もあるの

でしょう。わけあって結婚には至っていないですが、担当医だった彼女がいます。

私を醜いアヒルから白鳥へと気づかせてくれた人です。尻を叩く、かけがえのな

いパートナーです。私は社会不適合者でいいです。世間は地獄です。盗人、詐欺師

が大手を振って歩いている。嘘ばかりの世界。だから私は本物の宗教を立ち上げ

たのです。 「聖書に導かれて南無妙法蓮華経」表徴して聖蓮会といいます。娑婆寂

光土、この世で幸せになりたい。神の国を作りたい。私は嫌われて、嫌われて、

嫌われた果てに、永遠の命へと愛する残った仲間と到達します。私はいま聖霊に



よりその場に応じて自由自在に示現します。あるときは頭の切れる健常者、また

あるときはまともにしゃべれない滑舌の悪い障害者。何が言いたいかというと聖

霊の力により対応に拘らず、目に見えない世界を信じ、場面に即した存在になれ

るということです。夏目漱石、芥川龍之介、中原中也、宮沢賢治、などなど白鳥は

たくさんいます。この世の価値の逆転を嫌うものがいる。そいつらが Satan の手

先なのです。各場所で耐えている人たち、君らは主役なのだ。楽しく生きよ、仲

間を大切に。 

 

君へ 42  

 事情、背景が今ひとつ分からないが、君にはご亭主がいる。命の危険もないな

らこのまま暮らしたらどうだい。大概の夫婦は経済的問題から離婚をしない。俺

に付きまとって何になる。愛か。君にその資格があるかな。恋ってものは破滅も

覚悟するものだ。体制に逆らうものだからな。僕にあるのは清らかな想いだけで

す。笑うだろう。だから安全に生きたら。でもね、俺の傍が一番安泰なのだ。な

ぜなら俺は神だからね。ヨハネの福音書 12 章 30 節 「神は姿を隠している」。

果たして見出すことができるかな。神は裏切りを何度も許してきた。だが終末。

最後が近づいているのだ。愛の自覚しか救われる道はないのだ。南無妙法蓮華経 

 

「いま私が中心になる」。私を見たことも知ったこともないものが罪を犯す。つ

まり単純に考えて人間梶原義人がこの世に生まれ、愛をくれ育ててくれた人がす



べて救われる。それは死んだ人の中からでもある。楽しくなるぞ。おやじも祖父

さんも帰ってくる。祖母ちゃんも。そしてアサオカさん、クニユウ、ドダイ、ナカ

ヤマもナカバヤシもマツノもヨコイもアキラもハマヤもけいこちゃんもたくも君

もまだまだ精神疾患に苦しみ逝ったやつら。純粋で無邪気な奴ら。優しくてどこ

か妬み癖だけが抜けなかった奴ら。帰って来いよ、ここに。永遠の命のもと暮ら

そう。幼馴染のケイゾウ，タツヤそのほかいっぱいいるさ。人口問題なんて心配

いらない。清い霊的な世で生きるんだから。食わなくても、セックスしなくても

生きていける。本能は消え去るのだ。ただ生きる。明るく素直に、温かく。コッ

プ酒を仕事帰りに楽しんでいた中島さん、もう辛い土方仕事はしなくていい。俺

はかつてのお客さんに感謝する。すべては僕を神に導いた。自由、愛、平和。そ

の空気は一閻浮提に広がる。もう苦役はいい。仕事はなくなるのだ。クビの対象

になるのでは、ビクビクはいい。もう生き物は死なないのだ。（あえてソチのため

に）ただ私を愛した人々、その愛に応えたい私、そこに不老不死はある。この世

をひたすら真面目に生きた人だ。そこはつまらない世に見えるかもしれない。だ

が欲望をそぎ落とし争議の要因になるものを排除するとき、この結論に達した。

苦しくはない。禁欲的ではない、誰もが皆、欲望をコントロールできるのだ。大

人なら分かる。この世の辛さ、一人で生きられない悲しさに泣いた人、でももう

孤独に陥らず、愛を持って、人は争わず和して生きられるのだ。これでいいのだ

よ。ストレスがなくなった世界といえる。和して微笑みあえる世界がずっと続く

としたらまさに法華経の霊山浄土である。もう声高な議論もいらない。生活の問



題はなくなるからだ。温かいそよ風が懐かしい人を連れて訪れる。時の流れを超

えて、ほら巡ってくるよ。 

 

君へ 43  

 人間愛し合いオーガズムを得て、やがてむなしさに襲われ、死んでいく。まず

はそれでいい。愛し合えただけでも見っけもん。期待しないとは期待すること。

裏切りは、互いに傷つくのだ。いま人生に大切なのは欲望の断捨離。すべてが消

えて、最後に残ったのが僕という神ならば、僕は後背位から正常位に体勢を映し、

君に熱いキスを送るよ。愛の起源のように。南無妙法蓮華経 

 

「なぜか Facebook のコメント、皆、批判が多く、悪くなることを望んでいるよう

で」。誰かが言う。僕は「次に期待するからじゃない。さらに悪化して行くのが見

えるから。早くこの物価高、何とかしてくれ。賃金上がるのはいいけど、年金だ

けの生活。おいらには 10 万円の給付金が助かるけど。早く米の低価の安定を望

む」。おいらにはデフレの方が優しかった。減税により購買意欲が高まり景気が上

がっても、マクロスライド（給付と抑制）その差額、我々への恩恵は微々足るも

のではないのか、消費税の廃止を訴える。財源は法人税の累進課税、富裕層の金

融資産、運用益などへの課税が考えられる。新自由主義、労働環境の破壊。コス

トとされる労働者。格差社会、まさに地獄である。障害者にはわずかでもいいか

ら特別な保障をいただきたいものです。命を守るライフライン。「手持ちが 10 万



円以下の人は遠慮せず生活保護を申請してください」。ここを画面で訴える国会議

員は山本太郎だけだ。この人の人間性にかけたい。だがインフレを良とするなら

基礎年金を上げてほしい。助かる人間は確実に大勢いる。 

君へ 44  

去る人は去る。残る人は残る。ご縁のある人とはまた会う。そういう運命だか

ら気にしない。そうかも、戦争で離ればなれ、そんなかわいそうな人がいた。平

和な日本、君が自縛の意識から逃れれば必ず二人会える。離婚が正式に決まった

ならその日は近い。愛を形骸化させようとする奴らに負けるわけにはいかない。

君の心が美しいなら神仏はその願いを必ずかなえてくれるだろう。そう信じて生

きていく。いつも祈っているから君の息災と僕ら結婚を。愛している。誰に非難

されてもね。俺は自分を生きる。必要な縁は向こうからくる。私の意識が、救い

の岸に到達しました。それは「私を知る。見たことのある人」が神の国へ入る。

それは亡くなった人でも同じ。だがそのことは私に非道を課したものは真っ先に

煉獄に落ちるということ。入るものは皆、下種（仏の種を植えられた）された南

無妙法蓮華経を保つものたちである。消去法ではなく寛容な大勢の救いでもある。

君を愛している。だから会おう。君の意志のみ。大人の自由な女性が意思に反し

て行動できないなんて憲法違反である。「精神科医が不幸だったら患者は幸せに

なりますか」。何が幸せ。表面的、物質的な満足。違うな。結局、繊細な、闇に挑

み、傷ついた魂を救うには、目に見えない世界からの働きかけに委ねるしかない。

愛情不足の解消である。世間に合わす意識を改め本音で行こう。世は代わる。美



しい愛の恒久的な世界に。頑張ろう。涙を拭いて、さあ僕と。行こう。神の国へ

ウェルカム。南無妙法蓮華経 

 

「幸せは自分が決める。恋人がいても幸せとは限らない。結婚しても幸せとは限

らない。子供がいるから幸せとは限らない。他人と比べ始めた時から不幸になる。

自分を幸せにできるのは自分だけ」。もちろんそれでいい。でも本当の恋をして愛

を見つけたとき、この上ない幸せに包まれるよ。それは人間いずれでも同じだけ

ど。厳しいことを言うけど人生かけて誰かを愛す、ヨシトの役目を果たす。このど

ちらも大事。生き方が中途半端になると、どこへ行っても雑に扱われるだろう。

でも暇つぶしの意味をかみしめて。 

 

無条件で愛されているのは子供ではなく親の方。 

離婚した女性たちが皆苦しんだところだ。だが自らを生きる。そんな囲いの中で

も子供への愛が実行、決行されなくてはならない。そうすることが愛を信じ、生

かし、大切にすることだから。人として迷い、苦しんだからこそ、その経験から

精神科医は信頼され、また数段価値が出てくる。すべて立派な精神科医になるた

めだった。真実の愛を知るまで何度も波は寄せてくる。心より規則を重視する、

道理の分からない朴念仁が白衣を羽織れば名医になる。そんな病院はまっぴらご

めんだ。だから踏ん張れ、心を透き通して本当の主体的な君をつかむのだ。君は



日本一の名医になれる素質を持っている。己の本当の美しさ、認識し、打ちひし

がれても立ち上がってください。そのために僕がいるのかもしれないから。 

人権奪って、財産奪って、戦争に行かせて命まで奪う。国とは何。 

 

生活保護を消そうとする世は傲慢な悪魔の跋扈する地獄である。人々の命を保

障せよ。明るく素直に温かくは全国民の思想となり、生存権。窮乏なき恐怖のな

い世界を実現、展開させなければ。頑張れ山本代表始め、れいわ新選組に携われ

るすべての人よ。僕も応援メッセージまた送らせていただきます。太郎さん、お

体に留意され元気にご活躍ください。 

君へ 45  

 僕は君から去ったという意識がない。ただ、君とある種の上下関係を断ち平等

な立場で向き合いたかった。モニタリング（監視）を受ける精神障害者だから。

そして優先的地位の濫用がある。権力者にタガをかける憲法の重要性、人権擁護。

「体制に向き合い、行き詰った君」。さあそれでも戦うしかないのだ、もう一歩前

に出よう。じっと目を凝らせ、意のままにしようと脅しすかす悪魔は神に対し恐

怖に震えている。屁のカッパさ。正しく大きな声を挙げれば、退いていく。明る

く素直に温かく。忘れずにね。俺の本はこんなに面白いのに売れない。宣伝も発

売禁止では無理か。出版社は腰を退く。南無妙法蓮華経 

こぞってするれいわ新選組の無視は悪魔の仕業といえる。いよいよ言論統制か。

高市の支持率 82％はプーチンもびっくりだな。 



障害年金で生活しています。年収 120 万。ある人物から大谷選手を引き合いに出

されお前の値打ちはそれだけだと言われました。商品価値、機能価値に毒された

世間。生きているだけで価値のある世間、皆で作っていきたいです。死にたくな

くなるには認められようと思うな。こんな諦めを強制する世界は代えていかねば

なりません。皆が尊重される世界の到来、れいわ新選組に託し、私も応援させて

いただくことをここに誓います。 

勤行は日蓮大聖人の御生命そのものである妙法蓮華経の真髄の力を、わが色心に

脈動させていく源泉である。仏の勇気と知恵は湧現しないわけがない。 

真剣な祈りは、必然的に、行動を伴う。 

行動しない祈りは遊びである。 

ここを間違えては絶対にいけない。 

いや祈りさえすれば行動の因縁がついてくるのさ。不可思議だけどね。 

そして色心ともに幸せになる。 

いちいち反応せず、期待しすぎない。勝手に背負わず、全員に好かれようとしない。

沈黙を怖がらず、説明しすぎない。無理に理解しようとしない。距離を置くこと

を悪だと思わない。（念仏者の人間関係の作り方） 

楽でいるには一理あるのでは。だが地獄への道だ。関与、下種（仏性に仏の種を

植える）、折伏（仏法に従わせる）一連の流れこそ南無妙法蓮華経の主体的行動と

いえる。苦しみ、条件をあげて悪縁より遠ざかろうとするより南無妙法蓮華経、

その唱題により慈悲、愛は一閻浮提に広がっていく。 



席次を争うものの苦しみは諸行無常の合点で解決できる。こだわるのは愚かしい

ということだ。順番など人の評価はあてにならない。 

主体性を持ち風評におびえず、己の価値観を整え、愛を持っていくとき、怖いもの

はもうない。神仏がソフトな首輪をかけ同伴してくれる。その方向性は自らの意

志と一致する。聖霊の宮になる。 

「結婚前に知っておきたい。価値観が違っても血縁の者とうまくやれるか。」大丈

夫、でも念仏信仰には否定的見解を表すかも。まあ天地人があればだが。喧嘩は

しないよ。仲良くやるさ。調整力には自信がある。 

見抜く力は必要ですね。人当たり良く仕事もできる。酒癖、女癖が悪い。 

悪い男ほど魅力がわかりやすく、いい男ほど普通に見える。惑わされないこと。 

 

「一度メンタルが崩壊すると大変だから。頑張りすぎないでね。心が壊れると

生活から笑顔が消える。昔は当たり前にできたことができなくなる。しかもほっ

とけば治る風邪とは違って、回復に⾧い時間、多大な労力が必要となる。そんな

思いは誰にもしてほしくない。辛いときは必ず休んで。約束。」 

「分かったよ。ありがとう。明日は株式の勉強会に行きます。明後日は展示会へ

の自筆本の搬入。確かに何かと忙しいです。でも君の煩雑な多忙さを思えば、頻

繁な通信、逆に懸念が湧きます。でもシステム管理が進んだのならよかったです

ね。愛しているよ。君を始め皆のおかげで生きている。君に爺と嫌がられないか

と気持ちが沈むときがあります。いつも信じるだけですね。絹のように白く輝く



君。そんな素敵な女性はいません。だから酷く嫉妬しなくてもいいのに、最高だ

から。もし捨てられたなら、慟哭する僕。失望します。仮定でも忌避します。愛し

ています。物価が高いですね。年末に向けてマインドが下がります。何とか乗り切

りたいです。あまり人間関係に煩わされず、悩まずにリラックスしてくださいね。

所詮は悲しくも他人軸ですから。君の心はお天道様がお見通し、恨みに思わねば

善き風は必ず吹きます。善意と良心が結果的には人を救う。精神科医療が善き例

であってほしい。頑張ろう、周りの人と共に。必ず正直であれば分ってくれる。

心通う人はいる。生き方を定めよう。それでいいのだ。演技も作為も必要ない。

自然体がすべてを美しくする。永遠を誓うのは君が初めてで最後でしょう。寒く

なりました。体調だけはご留意されまた元気なメールくださいね。君は守られて

いる。自覚していいのだよ。本当にね。⾧文多謝。」 

「言っていいこと」と 

「言ってはいけないこと」 

の間には 

「言ってもいいがそのかわり 

あなたの評価が下がること」 

が大量に存在する。 

 

でも「言わない中に絶対行った方が 

よいことが確実にある」。（持論です。） 



 

例えば日本、台湾は、中国へ侵攻することは絶対にない。中国の侵略しかない

のだ。しかし向こうもそう思っているかもしれない。日米韓の軍事演習などがさ

れている。中国も富国強兵のためだと、語るだろう。 

 

見栄体裁に拘るやつは恋愛をしてはいけない。愛し合うとはある意味みっとも

ないことなのだ。結婚まではセックスをするべきではない。いろんなリスクを考

えると。セルフプレジャーの推奨。中絶してみる夢、未来などない。社会勉強に

はあまりにも大きな痛手だ。若いころはまだ命の重さなどは分からないかもしれ

ない。が、年を取るごとにその大罪に苦しめられるのだ。良心の呵責その刃は、

愛に気づくまで責め、常に心を切り刻み続けるだろう。因果応報、罰は必ず来る。

そして神を愛する。隣人を愛する。の意味を知ったとき、神は聖霊によって忘却

の海へ誘う。素直に懺悔しよう。救いは嘘ではない。疑うのは神への不敬となる。

愛を忘れ、性をもてあそんではいけない。神からの忠告である。 

 

グローバルといわれて久しいが、日本は他国に依存しなければ生活が成り立ち

ません。一国保護主義のトランプが、いかに敵対するかが分かります。東アジア

共同体を結成しなくてはならぬ時に、日本ファーストという、さも愛国心をあお

る団体も出て来ました。供給網を寸断させる、それよりもっと緊密化させ相互依

存に持ち込まなければなりません。助け合いです。そして台湾は紛れもなく中国



の一地域です。攻めれば日本の侵攻となります。ここに 9 条は生きてきます。専守

防衛、誰も血は流させない。 

 

一人が好きなんじゃなく、他人に干渉されたり、気を使ったりするのが疲れる

だけ。人を知ると、裁きたくなる。一人は楽だよ。 

涙が出るのは本気だから自分の気持ちにうそはつけない。 

素直になれないときは 

不安になっているとき 

素直になれないときは 

強がっているとき 

素直になれないときは 

分かってほしいとき 

素直になれないときは 

やきもちを妬いているとき 

素直になれないときは 

抱きしめてほしいとき。 

素直になれないときは 

本当に素直になりたいとき。 

 



忙しい人ほど返信が早い。暇な人ほど返信が遅い。俺、暇つぶしだけど返信早

いだろう。まゆさんだからというより君しかいないから。一途だよ。人を愛せば

こう言う一面も現れるのだよ。 

 

わたしに向かって「主よ 主よ」というものが皆、天の国へ入るわけではない。

わたしの天の父の御心を行うものだけが入るのである。 

マタイによる福音書 7 章 23 節 

君へ 46 

 まゆさんは精神科医、暗い話の世界だね。僕は嘘が嫌いさ。もう僕の生活全般

をデバイスから知っているじゃない。ヘルパーさんにも頼りちゃんと生活を営ん

でいる。誰にも後ろから指差せない。禁欲的に製本の資金を捻出している。人間

は見かけでわかる。僕を信じてほしい。僕もまゆさんを信じている。二人の愛を

信じている。温かくて楽しい家庭をつくろう。夢を現実にして。 「ありがとう」を

連呼して。これが理想の夫婦だよ、君の人格大切にして。お陰様だよ、今まで出

会ったすべての人達に「ありがとう」を告げたい。南無妙法蓮華経。 

 

この物価高騰、イランのような暴動の兆しもない日本。国民はいいように扱わ

れ、去勢したと資本家は笑っている。このままでいいのか日本人。米国の手先、

植民地支配。軍備拡張。9 条の精神も泣いている。米国にいいように扱われ武器

供与を受ける。すなわち金がすべて。高市の弱者切り捨ては目に余る。小泉進次



郎は戦争する気になっているぞ。高市はもう自分だけの政治はやめろ。野党を施

策で取り込んでいかにも仕事をしたように見せているが、れいわ新選組の表面的

なパクリ。大胆な国民生活への働きかけをしなくてはならないときに。財政健全

化を訴える読売新聞は、れいわの経済政策の理念を周知させる立場にありながら、

あえて飲み込まず、転向することに抵抗を示し、高市の積極財政に対しても整合

性をとれずにいる。そしてれいわを無視する。消費税廃止、大企業への増税。こ

れをなしたら高市も少しは根性がある？投資に関しても大企業べったりおまけに

邪教信心か。いい加減にしろ、自分の支持率だけに期待するみたいだが自民党は

もはやレームダック（死に体）だ。泥棒たちの筋書きに乗るのは御免だ。戦争ビ

ジネス、米国の先行になっては絶対いけない。もはや戦でだれも血を流さぬよう

に先人が精魂込めて残した９条の意義さえ忘れているだろうな、この女は。 



（第二章） 

君へ 1  

優しく見える人の「いいよ」「大丈夫」。「本当は嫌だけど我慢するね」というこ

と。その優しさにつけ込み過ぎて、限界を超えると、気づいたときは、黙って消

える。じつは優しいふりしているけど、冷たい人。本当に優しい人はきちんと話

すし、最後まで付き合う人。一番気を留めなければいけない人はこういう人。自

分を裸の王様にしない人だから。本来は寛容でもイラっと来るときがある。それ

は相手が妬みで、ちゃんと話ができないとき。また変わった信念を持っていたり

するとき。場を抑え、以後マウントを取ったりするのはよくない。あくまでもひ

とつの案件としてその場の出来事とする。特に友情が絡むときは根に持たない。

世で愛に対して完璧な人間などいない。いるとしたら私だけである。相手に一片

の優しさの光が見えたなら、赦し、今後に臨みたい。きっと向こうは君に気を許

していたのだから。それだからと言って、こちらを傷つけるのは大変な心得違い

なのは勿論だ。でもまあ仕方がない。残念ではあるが、自分を孤独に慣れ親しみ

させ過ぎてもいけない。そして悪口にうそを交えて伝える人間もいる。それがま

ともに見えないなら、その人は正しき真人間である。南無妙法蓮華経 

 

令和 7 年 11 月 21 日 いま中国をこれ以上刺激してはいけない。戦の準備をこ

の一連からしている気配がする。マスメデアからは危機感が感じられない。馬鹿

じゃないかい。もう寸前だよ。共産主義、権威主義と習近平を悪役の独裁者へと



洗脳する。鬱憤のたまった若者はいよいよ戦争に駆り出されようとしているのに

自覚さえない。1972 年の共同声明に台湾は中国の一部であり尊重されると明記さ

れている。極右高市はイメージが悪いところに台湾有事は日本の存立危機事態の

発言。完全なる内政干渉である。中国は満州事変のお返しと柳条湖事件のように

工作してくるかもしれない。だが弱腰では踏み込まれる。高市は持論に固執せず。

勝手に世論を騒がせ、戦の危機を招いたことにより辞職する。そしてわが国には

9 条があり武力による問題解決は図らない。とにかく外交を失敗に終わらせるこ

とはできない。攻め込むなら国際法に基づき侵略行為とみなす。その旨伝え、協

議を図る。最悪アメリカに対してと同じような朝貢外交気味になっても時代の趨

勢であり、戦争の決定ほど害悪は存在しない。泡を吹き、体中焼かれた赤ん坊。

死にゆくのを見たいものが売国奴なのだ。破滅に向かう危機を招いた、高市はサ

ッチャーにも、メルケルにも到底、及びはしない。言わば、短命政権に終わった

英国の首相のリズトラスである。 

「1972 年の共同声明では （一つの中国を日本は尊重する）です。認めるとはし

ていません。なぜなら台湾も刺激したくなかったのです。日本外交は戦前から偏

らない主義は普遍です。」 

ご指摘ありがとうございます。ときの大平正芳総理大臣は中国の一部であると

したというコメントを拝見したもので。しかし靖国、軍拡とくれば中国は極右の

軍国主義と指定し。高市の答弁から軍事的行動も辞さなくなるでしょう。国のた

め働けという高市。庶民への保護は考えにくいです。ともかく国家主義者、高市



は辞職する。持論が世間を騒がせたのは事実だ。アメリカと中国の顔色をうかが

う朝貢外交が始まるのは否めない。だが日本人の誇りとは礼儀に則り、平和を愛

し思いやりある、心優しき民でいいのではないか。和議が成立するのを強く祈念

します。 

どうしてこうも殺し合いを望むのだ。政治家は 「まず国民を戦禍から守ること、

そして飢えさせぬことこの二つだ」。菅原文太さんがおっしゃっている。私もそれ

に尽きると思います。片手をもがれ泣きながら死んでいく幼子たち、そんな光景

が想像できぬか。幼稚園になったか国会は。素人と馬鹿にされても言うぞ。平和

を望む気持ちにアナリストも庶民もない。恋人を守るため銃をとるより言論を活

かしたい。集団的自衛権ってものがあるなら皆で皆のために立ち上がろう。 「まず

戦争ありき」は追放だ。高市は辞職か、過労死だな。本質的責任を忘れたアヒル

である。我ら庶民の手で軍事国家への道を阻み元凶を駆逐するのだ。 

君へ２  

 13 年間思い続けた。多分ずっと愛し続けるだろう。これからも、僕のすべてと

いっても過言ではないだろう。ひいき、報復が世間。誰か、真面目なあの人に処

世術として教えてあげて。知らないと心を壊すよ。先祖供養、大事だよ。君よ、

体制は代わるのだ。俺は神と仏の魂が宿る、ヨシトだ。愛をかざし明日へ向かう。

労働には縛られない。好きなことをして生きる。そこに「神の国」真実の自由と

愛がある。愛しているよ。君の病気を案じている。それだけ、君以外に俺に欲し

いものはない。君を思いきり抱き締めたい。愛しているよ。裏切り、裏切られて



も、二人信じあうしかない。周りは悪⿁、魑魅魍魎の好き放題。互いを信じるし

かない。愛している。俺は障害者、差別されるか。また輝くところはある。ヨシ

トだからな。 浜田省吾さんの「片思い」がかかった。君は彼を愛し、俺は君に

片思いかい。ならばもう止めようこんなこと。馬鹿にするにも程がある。ええっ

君が俺に片思いしているってこと。ページを受けるだけだからかい。ごめん、俺

は君にメロメロだよ。馬鹿だな。俺の希望の灯を消すな。君よ、俺を不安にさせ

るな。俺は聖体だ。何度も言うが俺は君にしか反応しない。姿が見たい。声が聞

きたい。それだけ。君は泣かなくていい。俺はいつも君の味方だから懸念は持た

なくていい。誠実は夢を追うことには必須事項だ。俺もそれに徹するから。 

南無妙法蓮華経 

 

神ご自身から言われる。私はあなたを決して見放さず。あなたを見捨てない。 

 

人間関係は厄介なもので腐れ縁ってものがある。情けないことに。心を痛め、

悩み、根を詰めるより、その相手、高をくくってしまえ。自己肯定感の低い人は

周りに雑に扱われるのに慣れている。そして真の思いやりの表し方を知らない。

周りに悪い奴でもないと思わせる距離感がもどかしい。また悪友と書いてしんゆ

うと呼ぶ。「あなたが完璧に愛せないように、相手も完璧には愛せない。」欠けた

月は、それでも美しい。寛容はここで活かせ。友情とはそんなものかも。 

君へ３  



 ふたり必ず一緒になる。それ以外に正しい答えはありません。僕たちは不幸に

なるようには、できていません。ともに行こう。愛している。君の生き方、重視

で行こう。自分を生かすのは誰かではなく、自分しかない。生き様は磨かなきゃ。

僕は楽しく真剣に、自分の夢を叶えるよ。また力添え頼みます。島津亜矢さんの

「誕生」を聞いている。凄いな、涙腺に来る。中島みゆきさんの作品だ。尾崎豊

の「誕生」もある。天才がヤマほどいるな。地上の星雲だ。南無妙法蓮華経 

 

賭けではなく命懸けです、安楽行。南無妙法蓮華経 

⿁にならなくては生きて行けない世って辛いね。 

気楽に愛を持って生きていこう。明るく素直に温かく。それだけ。 

オプチミスト（楽天主義者）見参。世は、ねたみ、妬みで嫌になるぜ。 

 

 

君へ 4 

 向き合っているからこそ、君を苦しめているのではと。だからこそ別れを思う。

でも君の引きにより、愛は消えないことを知る。なるようになる。タワーマンシ

ョンに住むかい。淡路島に行くかい。僕は君がいるならどこでも天国だよ。でも

贅沢はいらない。暮らしていけるさ。親の思惑などぶち壊せ、君は美しい。真か

ら純粋だ。だから愛を信じよう。必ず一緒になれるから。南無妙法蓮華経 

 



馬鹿な生き方をした人間、計算なく優しかった男たち。みな、天国さ、きっと

ね。世間、ひいきと報復、このシステムを受け入れないと苦しみ続けることにな

る。馬鹿な生き方の正体である。大人としての一つの意思の疎通の始まりだが、

辛いものだな。 

 

この写真、キュートだね。惚れ直したよ。君の清潔な素顔が好きなんだ。なん

かいつも喧嘩になってごめん。でも本当にありがとう。寝ます。また明日の朝。

馬鹿な生き方、まゆさんもかい。世間が非道に見えるのだね。 

 

宗教者が謙虚になったらおしまいだろう。我こそがと、ぶつかり勝鬨を挙げる。 

正しいものは正しい、偉そうにせよと言っているのではない。しかし世間は悪魔

の集合体、胸を張って大手を振って歩かねばならぬ。そして打ちのめされず、義で

勝れる俺は神に違いないのだ。神は絶対の愛である。言っても頭が固く理解でき

ないやつ、組織をバックに負けるわけにいかないので見下してくるやつ。そうい

うやつにはわざと負けてやる。ここに神は絶対の真の意味がある。勝っても負け

ても神は神これぞ絶対という。 

 

毅然と 「9 条があり軍事的解決はできない」。となぜ言えない。高市さんには外

交の資質がない。握手をして一週間後の裏切り、存立危機事態発言。さすがに中

国も習近平も激怒している。1972 年の共同声明からも台湾は中国の国内の問題。



内政干渉はいけない。高市は自衛隊を臨戦態勢まで持ち込み緊張を高めた。中国

が見解を意図的に拡大解釈し煽れば宣戦布告ともいえる。この重大な局面をなん

ぞもなしに扱うメディア。まさに軍国主義への道だ。中国が神経質になり敵意を

表すのもわかる。彼女は女性初の総理になりたかった。靖国参拝は計算したもの

の浅はか、中国高官とぎくしゃくする。国内では弱腰とは言われたくないのでま

た参拝をするという。この節操のなさ、亡くなった方々の利用である。政策は片

山さつきと組んで弱者への給付金は打ち消し。中国とは強腰を示し、前言を撤回

せず戦争やる気満々。アメリカには自らトランプに媚を売り 60 兆円の軍事費に

上積みを誓う。勢力の均衡が戦争を抑止するとは思えない。偶発的にぶつかれば

高市は全面戦争も辞さないという構えだ。トランプは高市の秋波に困っている。

中国と対峙したくないのだ。また 80 兆円の投資、民間からと醸し出すも結局は

国が出庫しなければならない。財源はどこから。誰も問わない。 「自民党の保守以

外は皆、媚中派」と言い放った。これは中国が高市を嫌う伏線になっている。失

言ではなく暴言である。高市を自衛隊の最高司令官に選んだ日本は完全になめら

れた。トランプのけん制がない今こそ、全方位外交で中国と親睦を図らねばなら

ぬ時に。人民解放軍 1000 万人自衛官 24 万人、600 発の核爆弾。被害妄想からの

60 兆円の防衛費という軍事費は蛙の面に小便にもならない。経済対策はシンクタ

ンクに任せているのでは。21 兆円、積極財政、金持ち、先端分野だけへの優先さ

れたもの。これでは円安は進み、輸入高からの物価高。一番求められた対策とは

どこにあるのだろう。果たしてコストプッシュインフレの中、賃金が健全に上昇



するだろうか。インボイス、消費税滞納。つぶれる中小、零細。格差社会、分厚

い中間層は生まれるだろうか。国民の 6 割は生活が苦しいという現実、まずは給

付金。消費税の減税を叫びます。そして世界中なぜ軍縮の話が出てこない。どこ

からも出ない。戦争ビジネスに加担する金儲けだけ。法人税の累進課税は必要。

献金、集票、ずぶずぶとつながる自民党ではやはり無理。手を出そうともしない。

高市は少数与党を逆手にとって野党の政策を精査せず、ただ鵜呑みするように見

受ける。社会的弱者は給付金をもらえず塗炭の苦しみにあえぐ。戦争の前に国民

生活を見ろ。今、台湾は中国の一部、尖閣諸島は日本の領土。線引きし共同声明

を出す時だ。実は私は領土などどうでもいい戦争の火種を消したい。でも口実は

それでもついてくると言う。戦争の悲惨さを執行部の為政者たちに訴え続けなく

てはいけない。庶民は外交に興味を持ち続けなくてはならない。一番の良識を持

つものは庶民であってほしい。金と名誉に狂ったものが貧乏な庶民に石の投げ合

いをさせるのが戦争である。戦争礼賛という愛国心、最も愛国から離れたもので

す。高市の座右の銘「信念が大事」国民の生命、財産を守れず何が信念。彼女が

日本を軍事大国にしたいのが信念なら、小便して安心して眠ることができること

に感謝してからにしてください。片腕をもがれ泡を吹いて死ぬ赤ん坊を、俺は死

んでも見たくないんだよ。 

君へ５ 

 一刻も早く結婚したかった。離婚を表明してくれたら、二人は自由ですね。で

も君に会えるなら婚姻は急ぎません。ただ一月に一度でも会えたら、それで満足



です。お願いします。あなたは僕に会いたくないですか。無理をしないで幸せをつ

かみたい。俺は金はいらないから。君との赤い糸は戸籍がエビデンス（根拠）に

なる。問題をひとつずつ片付けて恋人たちは抱き合うもの、君を縛るパリサイ人

に負けぬよう。愛を掲げましょうね。当人の意志を欠いた結婚には意味がない。

神に祝福されてこそ。だから離婚した日には、堂々と街道を闊歩しましょう。そ

れが愛のしるしです。つぶしに来る者からの自由。傷つかずにいなしましょう。

その時、はじめて君は名医と呼ばれるでしょう。がんばりましょうね。一緒に神

の国を造りましょう。永遠の命のもとに。僕も君も悪人ではありません。イエス

に感謝し癒されました。ただ少しでも早く君を抱きしめたい。二人で天国を味わ

いたい。真実の愛を持ってして。南無妙法蓮華経 

 

たのしい うれしい おもしろい しあわせと 

いつもくちにだしていれば 人生はもっと楽しくなり 

もっと嬉しくなり もっと面白くなり 幸せは続いていく 

君と一緒でなければとつぶやく 

百科事典を覚えても仕方ありません。そして聖書はただの書物ではありません。

霊感です。ヨハネの福音書の最後に「イエスのなさったことは書ききれない」と

あります。法華経の最後にも同じことが書かれてあります。つまり霊感とは神の

摂理です。仏陀の法でもあります。それは南無妙法蓮華経です。聖書の場面から示

唆を受け実用的に推測、活用して下さい。でも私のみが可能なのかもしれません。



すべては宇宙の生命の気、サムシンググレートにあります。つたない概要で申し

訳ないがご理解ください。疑問があればご教授いたします。道を誤ってはいけな

い。愛だけを頼りにしてくださいね。 

 

理不尽はあらゆる悪しき欲望を認めた時点で整合性が取れる。つまり戦争とか。

そして自然な欲望を想いに代えれば、案外器用に世は渡れる。自らの理屈、感情

にとらわれてはいけない。還暦も遠に超えたとき思う。おむつも近くなったか。

だが戦争反対は掲げ続ける。罪もなき人が名も知れず大量に殺戮される。この最

大の不条理だけは見逃すことはできない。愛に対する最大の罪である。 

君へ６  

 大切にしているよ、13 年間思い続けた。夢は結婚だった。君にのみ、必ず勃起

する。俺は聖体、だめなら何をしてもだめだろう。君を本当に想っている。隠せ

ない心情を、自己分析しながら話している。多角的に、同棲、事実婚、多様性を

意識して。でも結婚したい。愛しているよ。君に会えるだけで十分なんていうと

遠慮だね。そんとき、そんとき、なるようになるさ。 「鳴くまで待とうほととぎす」。

大先生のお言葉。俺は君以外、そう、浮気などできるわけがないじゃないか。君

は史上最高の女性。天は理解し、味方する。会えば最高のおもてなしをする。愛

している。運を天に任せて。楽しもう。君も臆せず、反応を待っています。これこ

そ唯一無二の恋愛と言えるでしょう。南無妙法蓮華経 

 



たどり着いた。まず質問オーケーの法座を開く、楽しいぞ。年齢がいくほど失

敗が気にならなくなった。リベンジの魂が芽生えます。必ず早いうちに聖霊の覆

いをかけた、南無妙法蓮華経のスニーカーを履き、世界を闊歩する。それは世界

中への想いの伝播。広宣流布とは一人一人に下種することです。SNS で広がれば、

世界のすべてにじゅうたんを敷く必要はありません。想いがあれば、た易いです。

一閻浮提へと広がる温かい気の自覚の促しですね。これぞ布教ですよ。 

君へ７  

 「セックスって神から授けられた二人の絆だね。その意味を大切にしたい。僕

らが正規だ。神によって僕たちは結婚したんだ。神のもと、唯一無二の互いを愛

している。その認識が欲しかった。重いっていいね。当たり前、セックスをする

んだもの。愛がすべてさ、真実、どこにもないその純粋さで、勇気百倍です。うま

く行くさ」。またドタキャンでした。僕は指も握っていない。賞賛すべき自制心か

な。南無妙法蓮華経 

むかしの自民党とは違うね。戦争を知らない人間たちが政治の中枢にいる。平

和をもう一度問わねば。なぜ若者は蛮勇を誇りたくなるか。想像力はないのか、

目の前で恋人がレイプされるのだぞ。核兵器 600 発持つ中国、日本に勝ち目はな

い。はっきり言って、憎しみの連鎖を断て。まともが通らない世界。高市に騙さ

れるな。方法論だけで権力の中枢に入り込み戦禍から亡国へと陥れるものよ。第

二の山上徹也を待っている。不謹慎でも。一殺多生。戦後間もなく三万人の孤児

が餓死した。日本には資源はない。近隣諸国と仲良くが国是だ。つまり戦争をす



る以前の問題だ。これを為政者高市と側近は理解しているのか。中国にいつもの

ようにぺこりと頭を下げてくれ。死活問題になる前に。いやもはやそうなのかも。

中国はフランスを始めとする西欧との関係を修復して日本の孤立を狙う。韓国も

中立を表明した。中露は結託し軍国主義打倒の威勢を挙げている。高市は完全に

組みやすしとなめられたのだ。外交はもっとリアルになされなければならない。

国家の役目、 「戦争をしない。国民を飢えさせない」菅原文太さんのお言葉が高市

に届くだろうか。若者はゲーム、スポーツ感覚で戦争をとらえているみたいだ。

その闘いという根は一緒である。嫌悪したい。ここでエホバの証人の党是が強く

認識される。 「戦いをイメージするカリキュラムには子供たちを参加させない」私

は彼らのように徹底し人々に推奨できない。 「私が悪なら打ちなさい」イエスは言

う。暴力を否定しない愛と正義の神、世間の中、いま、殺人を許容している。そ

こには、山上徹也の存在がある。事情、背景、環境、経験、が深く関係している。

「心を診て結果はみない」吉田松陰の言葉。⾧州の仕掛けたテロリズム、京都を

焼け野原にした禁門の変は妥当、必要だったのか。命の重さを考える。保守とい

う極右、広告塔の高市、今、戦争の悲惨さを思うなら、和平ため、その命投げだ

せ。強迫ではない。た易いことだ「存立危機事態」発言、撤回し辞職せよ。この

ムードを外せ。諍いを回避せよ。 

 

卸営業の会社から老人病院の事務に転職したものの刷り込まれた企業論理は抜

けず、変に勤勉すぎて職場の雰囲気になじめず人間関係の問題から大病をいたし



ました。自己満足の完璧主義。皆に迷惑かけたかと振り向いたとき潔癖だった自

分を確認し、その後自然に素直に自分を出せるようになりました。思いやりは大

事です。嫌われてもいい覚悟をしました。少し語って御免なさい。 

君へ８ 

 気になる女性ができた。独身だ、生活感覚も近い。一度話を交わしただけだけ

ど気になる。所詮恋なんかこんなもの、君にいろいろ教わった。清貧、夢に向か

って突き進む。そんな男が愛される。不倫はよくないが、君のセフレなら結構な

ってくれるやつがいるかもね。でもそんな生き方の意味は。家族を幸せに。君を

他人に指差させたくない。君も欲張りはおしまいだ。子供のために働け。そんな

生き方に誰かが拍手をくれる。良妻賢母を模索するのもいいものだよ。でも君を

愛している。間違いない。先の女性の姿、あれから見ない。君の代替として、そ

の女性と少し話した。君にはどう伝えればいいだろう。すべては未定だ。裁くか

い。君と会いたい。けど君に対する不貞と呼ぶなら心のシフトを替えざるを得な

いのかも。この迷いは本質的なものか。デバイスで君との接触は多い。引かれて

いく。でも君は人妻。仮面夫婦でも。婚姻は形式的なものか。 「二股にかけろ」と

誰かが君に刷り込む。良心に聖霊は下ったね。そして想った。ただ僕は愛するの

だ。そうだ愛す。ＥＤが答えをくれる。自分に言う。 「俺は神。愛するだけだ。素

直に、自然と。誰彼と悩まなくていい、そして意思に反した事実婚、浮ついた同

棲などは否定していたが、要らぬこだわりはなくなった。愛せ、ただ愛せ、聖霊

の宮なら」。まゆさん、愛より急ぐものはないのだよ。南無妙法蓮華経 



 

イエスキリストに心底感謝できたとき、良心に聖霊が下ります。自覚したとき

聖霊の宮となり大安心を得ます。善意のみの生活が送れるのです。イエスキリス

トにすべてを捧げましょう。観念でいいのです。金品をイエスキリストは求めま

せん。カトリック教会の在り方が問われます。ペトロ神父、寒くなりました。体

調留意され楽しいクリスマス迎えましょうね。 

 

高市はかつてロシアが北海道に侵攻したなら徹底抗戦と戦意をあらわにした。

今回の中ロ爆撃機の東京ルートはそこから伏線になっている。憲法は権力者から

国民を守るたがである。そして全く暴論と言える。維新の 9 条削除案。国防軍の

創設。憲法は古い。なんとあきれた想像力。暴力集団と呼ばれても仕方がない。

憲法の理念を知らない。斬新で恒久的な平和主義を。情けなくも Satan を見る。

高市に戻るが、彼女は完全に周辺国に足元を見られている。米国に媚、中国で炎

上する。ここで中ロに対し弱腰を見せられない以上、民衆の手で軍国主義の芽を

断つため引き摺り下ろさねばならない。それが自他ともに認める平和国家の姿で

ある。 

 

自己、他己、善き人間関係を作りたいと思うなら、その場に応じた言葉は発せ

るはず。意図的な悪意にも毅然と向かおう。何も言わない、感じない、は優しそ

うに見えても冷酷な念仏者に近い。関係性を整える。確かに間がぎくしゃくする



友人とは会う頻度を少なくするか、絶縁もしてきました。正解です。まず孤独に

慣れ親しむことが大切です。いざとなれば理不尽に対し感情をぶつけることも大

事だと思います。落ち着き語調、トーンを落とし親身なふりをする奴がいます。そ

いつには想いがないのです。だから最後はうまく逃げる。念仏者である。三国志、

男は三日前とは違う。成⾧し自分をしっかり持つ。たたき台さえできれば怖いも

のはない。口で言うより手の方が早いというやつは相手のときではない。自分が

偉いとさえ思わねば、侮辱も他人軸ととらえ、怒りに陥ることはない。親しみか

悪意か分からない。反射して相手を知る。劣等感が見える。その場しのぎの慰め

言ってその場を立ち去ろう。傾聴しなくてもいいのだ。信念は渡さない。愛に違

いないから。 

 

蓮舫さんはキャスター時代、尾崎豊の死を知って思わず涙をこぼされた。世間

の残酷さもご理解されていた。「二番でもいいから人間らしく生活がしたい」。生

存競争、一番だけが幸せ、絶対おかしいよ。きっと彼女は痛みの分かる弱い庶民

の味方であると思う。あと辻本清美さんも気さくに話された動画から、幼少期ご

苦労されたことを知りました。高市はなぜ極右に走りマキャベリストとして権力

を望むのか。庶民は温かい生活がしたいだけ。戦時回帰はどこを押したら出てく

る。独りよがりに国を乱すな。権力志向の女狐。心を見ず結果だけを見る。マキ

ャベリスト以外の何者でもない。 

 



結局、僕がたどり着いたのは、無理をするな、愛を持って周りに頼れ、でした。

人によって一生懸命は違うのです。そして結果的に優しい気持ちを持った人が勝

つのです。明るく素直に温かく、皆そうであったらいいね。不思議と役目があり

世間をうまく生きて行ける。神を愛し隣人を愛するところに怖いものはない。心

を痛めるストレスもないのである。 

君へ９ 

 互いに弱いとき支え合えるのが夫婦、行動が伴わなくても言葉だけでも。意識

して「愛している」と言う。抱きしめたらもろく壊れそうで辛くなる。これを愛

と呼ばずなんとする。Satan が仕掛ける社会のし烈さは、僕からすべてを奪おう

とする。そのときも僕は大安心。でもその狡猾な刃が優しい君に向かわぬよう真

剣に願い祈ります。南無妙法蓮華経 

皆、参政党の憲法草案、観たかい。僕はまともかと思いました。国家主義。皆、

愛国心は平和の中から育まれます。れいわ新選組と比較してください。憲法は権

力に規制をかけるもの。権力者側からの都合で改憲はおかしいのだ。皆さん平和

を失ってはいけない。政治の目的は二つ、戦争をしない。国民を飢えさせない。

戦、緊張が走っただけで数兆円もの損失が生まれる。中国は極右の高市を無視し

たようで注視していた。彼女は「存立危機事態」一言で無茶苦茶にしたのだ。米

国の上院が中国の威圧行為を認めた。台湾の頼清徳に武器を売ることを決めた。

やばい、東アジアの安全保障は一段と危機にさらされる。高市親辺から出た「日

本核武装」北朝鮮が国際法違反だとかみついた。中国は中立の韓国を取り込もう



としている。そして日本維新の会、９条削除案。緊急事態法、スパイ防止法。か

つての治安維持法を思い出す。今やらなくてはいけないのは外国人就労者を排斥

するのではなく、うんと親切にしてあげることだ。悪いのは経団連が絡んだ安い

賃金で使おうとする政府の政策である。やはり誰もそこには手を突っ込めないか。

軍事戦略の前に戦争を起こさない確実な外交を考えよ。日本にいるすべての人は

まず基本的人権は守られる。そうでなくてはならない。主権在民、オーナーは国

民、金の大勢を資本家に握らせず、庶民のための経済対策を打たねばならない。

それは消費税廃止しかない。参政党は若者に命を差し出せと言っている。皆それ

でいいのかい。殴られ、脅され、なんの恨みもない若者同士が破裂する石を投げ

合うのだ。いい加減にしろ。馬鹿野郎。参政党支持者、君たちの怒りは政府の無

能さに向けなさい。本当に参政党はじめ支持者は戦争というものを知っているの

か。自由、愛、平和からの逆走。神谷代表、辞めたくてしょうがないのでしょ。

10 年先に自分はいないとか。無責任な発言ばかり。人々に戦争を意識させた大悪

人である。 

確かにマスメデアは深刻さを消す。パンダ、留学生の引き上げまさに中国の本

土決戦のためともとれる。この圧力をどうしのぐか求められているときに。無策、

働け、働け、日本を強くしろ。高市は国民を犠牲にして富国強兵を持ち出す。麻

生をバックに保守の広告塔だ。今の時期をしのげばと自民の保守系犯罪人は待機

している。自分で手をあげた、ポンコツ環境大臣 石原宏高。親の七光り、高市



の任命責任は重い。軽く戦争、開戦を決めってもらっては困る。和平からしか平

和は生まれない。  

実は年金生活者にはデフレの方がよかった。コメは主食、高騰は本当に痛い。

インフレつまり高値を喜ぶのは経済の好循環を狙う資本家たち。実質賃金が伴わ

なければ不景気が始まり、スタグフレーションに陥ります。アベノミクスからの

円安は庶民から見れば何のありがたみもなかったのです。」300 円を超える卵 10 

パック。もはや大企業から滴る甘い水は７割の人の雇用先には届かなかい。いな

くなる中間層。ガス抜きの最低賃金のアップだがこのコストプッシュインフレで

つぶれた中小零細企業が一万件を超えている。皆、必死だ。甘い汁は過去最高益

を更新する上の方だけでつながり暴飲しているのだ。  

君へ 10  

 まゆさん、愛し続けてもう 13 年だよ。この時間、十分愛の真摯さを確認でき

たよ。勇気の重さも知った。だからもう誰も何も言わないだろう。君も語る必要

はない。一緒になろう。準備して確実に。応援者はいるさ。愛の説けない精神科

医はいらない。愛はここにある。僕が強い意志で選択した結果だよ。因果応報。

一途に愛し続けた。念仏者のようには、諦められなかったよ。南無妙法蓮華経。

必ず温かい愛は生きる。二人なら。南無妙法蓮華経  

  

参政党の神谷代表に  



「憲法には 20 条信教、宗教の自由が保障されている。それがルールだ。気持ち悪

いからやめろ、は自分勝手なヘイト （憎悪）。それほど自由は重いのだ。自分が自

由でいたかったら相手の自由も正しく鑑みるのだな」。 

 

衆院選、自民党タカ派、維新、参政などの極右を排斥することだ。政治に影響

を与える既得権益を有するものは、良心に基づき、今一度戦争の悲惨さ平和につ

いて歴史を鑑みてほしい。日本のかじ取りは平和主義にしかない。 

君へ 11 

 別の選択肢で生きて行けるなら我慢は必要ないのでは。責任という罠にかかっ

てはいけない。こだわり続ければ確実に心を壊す誘因となる。このまま会えずに

想い続けるのか。Satan の体制の思惑に乗る限りは、この苦しみは続く。残され

た猶予時間、僕を理解する君。神の国が建設される。でも可視化されるまでは疑

心暗⿁は否めない。いま一日でもいい、君と一緒に過ごせるなら、確実な約束が

欲しい。僕は待つ。想いひとつだよ。君のその激しさと美しさは必ず人の心をつ

かむ。臆病、卑怯はどう取り繕っても誰の心も打たないのだ。勇気をもって覚悟

しろ。愛をかざせ、必ず味方は現れる。すべてを捨てる覚悟をしたとき立つ瀬も

ある。みな利口になった。君の真実を見極めようとしている。あるがままに生き

よ。心にうそをつき、壊してはいけないよ。信じているから。愛している。 

南無妙法蓮華経 

 



天皇が腹を切らなかった不条理な戦争。再びなぜ悲劇を繰り返すか。官民一体、

戦争ビジネス。みこしに担ぎたい天皇は象徴という法律でがんじがらめ。それで

いい。また暴力集団の首領とされるのは死ぬほど嫌だろうからな。「攻撃される」

と危機をあおり、平和を希求する者を「愛国心の欠如」と断罪する。戦時への常

とう手段だ。みな騙されるな。そこに名誉などないのだ。 

一期一会 

大切な 

大切ないま 

 

大切な 

大切なあなた 

君へ 12 

 何と言われようが僕と結婚すればいいのだよ。要は傷つきたくないだけだろ。

見透かされているよ。真の名誉は未来が作る。明るく素直にまっすぐに。温かく

生きるんだ。人間なんだぞ。精神科医は一番に温かくなくちゃ。きわめて人間臭

く。自由に、そして一途に。それを美しいというんだよ。聖人君子など糞くらえ。

食う、寝る、遊ぶ。神は微笑む。ストレスなどいらぬ。とにかく自分を責めるよ

り視線を少し変えるのだ。俺の話を聴いて理解しろ。君は根源的な幸せに気づい

たのだ。けして卑しいことではない。崇高なもの、愛し合うそれだけなのだ。心

を抑圧しなくていい。ぼろぼろに壊れる前にすべてを肯定するのだ。神に作られ



た自分を否定することは大変な不敬なのだ。優しい自分を打ち出せ。憎まれ役に

ならなくていい。とにかく愛と安らぎを重視することだ。俺はただ君が傍にいて

正座を崩して微笑んでいてくれるだけでいい。慎み深さって言葉じゃなくて自然

に醸し出されるものだ。それでいいのだよ。聖人君子なんて利用したい誰かの思

惑がプンプンするじゃないか。短気で泣き虫で、嫉妬深い君が大好きだよ。負け

ず嫌いの。もしそれを直したかったらイエスを信じ祈るんだ。それは君が自分自

身、楽になるためだよ。けして他人の要請とは違う。相手を思いやる気持ちは競

争社会、たとえ営利組織の内であっても必要であると思う。 「何も意見せずに、感

情を添えて話を聞いてほしいだけ」そんな君を僕は責めてはいない。ただ惚れた

女が痛んでいるのなら何とか解決してやりたいと思うのが男心だ。 「ただ聴いたふ

りで落ち着くから」、俺はそんなに擦れてはいないぞ。いつも真剣だ。俺に手間を

かけさせるだけが目的か。それもいいだろう。「いつも愛しているから」。今判明

したよ、さっきの電話だね。少しいじけたな。でも君もその幸せを祝福してほし

い。パートナーが友人と歓談するというささやかな喜びを。また通信、交流の時

間は作るからね。ごめんね。ありがとう。南無妙法蓮華経 

 

人間は常に何かに迷っている。 

迷っている間は常に何かを求めている。 

   ゲーテ 

 



川の流れのように生きる、だな。 

 

人として凄いこと 何事にも感謝できる。他人を見下すことをしない。 固定

観念を持たない。他人の価値観に乗らない。ポジティブまずは自分のため。明る

く素直に温かくそれだけなんだよな。 

 

捨てられていた子猫を 12 年前に家に入れた。私から離れれば生きて行けない

でしょう。私には忠実であり、またかみつくことで諫言してきます。世界で最も

私を案じてくれ、献身的です。そして私とまゆさんとの間を取り持ってくれます。

お客さんにすり寄り親睦を図って温かく関係を深めてくれます。まるで娘のよう

です。イエスである、私への天の父からの神の御使いです。神への忠誠を強く感じ

ます。イエスの愛は生きとし生けるものすべてに及ぶのです。ペトロ神父、今日一

日穏やかに。 
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  「付き合っているって、隠さないことは大事かも」。通信の自由って憲法に定め

られている。内心の自由も。電話一本かけられない関係っておかしいよ。Facebook

の匿名も徐々に外しオープンにしたら、かなり支持する人もいるかも。俺たちは

真剣だ。重いぞ。俺には聖霊がついている、怖いものはない。なし崩し的に一緒

になる為の既成事実を作ったら。傷付いている暇はないのだよ。他人軸はどうに



もならん、おもむろに意思表明をするんだ。あとは耳をふさぎ自分の選んだ道を

ひたすら歩く。そして君は権力者であることを忘れずに。ガバナンス（統治）の

ためにもね。上手く行かず泣く前に、理を説け。語調は気にせず、自然に。恐れ

るものはない。君がその気になるのを、心あるものは待っている。アメとムチ、方

法論だよ。幸せは周りがつぶしに来る。まずは利害を含む関係性をうまく作れる

かだ。俺のアドバイスは役に立ったかい。自分の強情を自省し、気落ちしなくて

いい。自分は正しいと信ぜよ。またチームワークを保ちながら修正を図る。犠牲

はいい。君は幸せになる権利があるのだ。人生に負けるな。俺がいる。 

南無妙法蓮華経 

君へ 14 

 俺壊れそう。確かに。でも君から外れたら治るかは未定です。君の涙は見たく

ない、その一心で持ちこたえてきました。度重なるドタキャンの裏切りも僕のい

い加減だった過去への報復と許してきました。でもこの先、暗闇に光を見出せな

いなら潔く離れた方がよいとも思います。喧嘩も増え、限界です。君の立場を重ん

じます。いま覆すだけの力は君にはありません。私の促しを、傷つけるぐらいの

感覚では、お付き合いは無理でしょう。私への固執、依存はやめて、でも愛をも

って、いろんな想いを知るべきです。それはまず批判には無頓着になることです。

愛しています。けど、このままではすべてをなくします。あなたに信念は勿論あり

ますね。でも借りてきた理屈ならもういい。そこに権威があるかい。君は順序を

追って僕への愛を素直に声明すればいいんだ。なぜ君がいつも逃げようとするの



か。欲望という条件が潜み絡んでいる。俺のこと、本当に愛しているかい。見返

りを求めているの。富を求め、この瞬間を生きられない。ストレートだけが人生

ではない。だから俺の愛を信じて。誰でも恋愛には不安を抱く、でも俺は神だ。

君は心に嘘をつくのかい。もうラストスパートするしかないんだ。俺が伴走する

から。神の国まで完走しましょう。南無妙法蓮華経 

君へ 15 

  「傷ついてもいいと思うことが、好きになるということ」、公的なイベント

を開催したいと思ったが、役所側の趣旨から鑑みると俺の目的は筋違いと却下さ

れそうだ。上部からの促しに期待する。これは皆、因縁だよな。だからもう自力

本願はいい。そして持論の「修行が終われば人生は暇つぶし」に徹する。栄誉に

輝きたい、計算の立つ頭のいい奴はいるだろう。俺は少し違う。名誉が誰かに与

えられるものなら俺はいらない。俺は絶対の「神と仏の融合ヨシト」。すべての価

値は俺が決める。イベントはまずやることに意義がある。もちろん自分のために、

友を得るために。それだけだ。役所は言う。開催の趣旨が違うなら外す。いいで

はないか、 「町の賑わいというテーマ」は仲間を作ること、振興すること。それで

いい。却下されるならそれも仕方ない。自然に素直に行くだけだ。つぶしに来る

奴らも結局は俺のえさに代えてやる。滞っても俺は嘆かない。いつか届くところ

には届く。縁がなかったら残念でも、俺は困らない。何度も言うが届くところに

は届く。迫害の下、楽しくなる。神にまゆさんも深くかかわっているね。冒頭の

言葉に象徴されている。俺はやはり幸せなのだろう。南無妙法蓮華経。 



 

 

尊はなぜ出家したのか。生まれると同時に生母マヤ夫人は亡くなってし

まう。母の死と引き換えに命を受ける。このことは彼の生涯に一貫して

影響を与えたのではないだろうか。幼き日より期待される重圧感。富や権力、名

誉の為に命のやり取りを繰り返す武士階級。猜疑心、嫉妬などの悪感情。策略、

謀略、裏切りなどが周りを取り囲み、いつ殺されるかもわからない。下剋上の世

界、マガタ、コーサラという二つの大国に挟まれた非常に不安定な位置。監視。

注視は続く、顔色を読みあう作り笑顔の家臣たち、簡素に生きたいのに、届けら

れる贅沢な品々。思いやりある彼は困惑しただろう。ある日知った、外の世界。

四門出遊、生老病死という苦の世界。自由への憧れ。もうもたない心も体も。妻、

ヤショーダラが聞かせる、懐妊。煩悶の末ラフラ【障碍】、彼は生まれた子に名付

けた。それでも自由への脱出を諦めきれない。何故人々は何かに束縛され苦しみ

続けるのか。輪廻。その原因と解決策を知りたい。そしてある夜、彼は愛馬、カ

ンタカに乗り、不思議と開かれた門から城を抜け出す。父も、養母も妻も、生ま

れて間もない赤子さえ捨て。野垂れ死に覚悟で。厳しい修行の果て苦行も享楽も

ない中道という位置に気付き、彼は執着と渇愛を滅し、智慧と慈悲に満ちた、正

しい生活を送ることの大切さをあらわし、仏陀となる。釈迦国は奴隷の下女を大

国コーサラの王に嫁がせた。生まれた王子が留学した際、釈迦国の人々はその出

自から彼に侮辱を加える。成人した王子、瑠璃王は恨みから釈迦国を攻める。そ

釈



の前、木の下に釈尊（仏陀）は立たれる。しかし四度目その姿はなかった。釈迦

国はこの世から消えた。自由を得るため、釈迦国、城から逃げだした釈尊（仏陀）

と、国を守るため最後まで戦った勇士と、どちらが尊いだろうか。私はやはり殺

生を拒み、森羅万象、生きとし生けるものの平和を望んだ自然体の釈尊（仏陀）

だと思うのだが。    

母にとって私の祖父母、父親はそんな善人だったろうか。母が父と見合いし

た翌日に結納金を持参して祖父母が現れたという。ここに大阪釜ヶ崎の土方の立

ちん坊から紡績工場の職⾧までに上り詰めた男と、仲居頭として辣腕をふるった

祖母のしたたかな目算が見える。狡猾である。純潔を守ることと洋服を売ること

しか知らない適齢期をはずしそうで計算なく結婚を覚悟していた、真っ直ぐな娘

を手玉に取り、嫁に来るよう仕向けたのである。一方、母は自ら稼いだ金で嫁入

り道具を商談、駆け引きし、値切り、用意した。相手をした売り子は舌を巻いた

という。父は一緒に連れてきた少年と見合いの日ふざけ合う。母は優しそうに見

えたという。演出かも知れない。ともかく、母は祖父母の御めがねにかなったの

である。そして峻烈な商売人、いや人間、大人へと教育が始まる。祖母のそれは

病弱な息子と自分たちと家というものの将来を見据えたものであったのか。家と

いう概念がまだ重んじられた時代である。個人の尊厳の意識は薄い。母はある人

から「旦那、足、引きずってないかい」と父のくも膜下出血の後遺症を示唆され

る。そしててんかんの発作。彼女は騙されたと思ったという。しかし彼女にとっ

ては戻れない運命だった。私を初夜に受胎していた。祖母は婚前にできた不義の



子だと罵った。母は堕胎を意識することはなかった。だが自らを追い込む。「しっ

かりしなさい」優しく支える女性がいた。「俺の子に間違いない」父は宣言する。

祖母はあくが無い彼女の貞潔さと明るさに、ある種の嫉妬を抱き、また人の持つ

暗部をこれからの母のために伝えようとしたのでしょう。祖母は黙りました。母

は何があっても私を生み守り抜くことを神仏に誓います。祖母はその覚悟をさせ

るために残酷な苦言を吐いたのかもしれない。父は Satan とずっと戦っていた。

その義侠心の中心に私は降臨したのである。宿命を感じる。そして皆が去り、母

のわがまま、強情と天真爛漫、それが花開いた時、祖父も祖母も母の幸せを祈り

信じていたことが分かる。過酷な運命か、彼女の因縁、つまりすべてがそうでな

くてはならなかった意味が判明されたとき、幾多の彼女を傷つけ、また彼女が傷

つけた人々の心の中に明るく愛が映ったのである。母はどんな苦労にも参ったと

は絶対言わなかった。彼女は選ばれた聖母マリアであった。    

H29 年 12 月（善良なる罪人）から 

 

ひなびた場所の小さなスナック。ママには他人の心を見透かす変わった障害

のある娘がいて、いつも店の隅でなじみの客だけのときは横になっていた。私は

50 を超えていた。ある男が「あんたが懐かしいという人がいるんだ」と笑顔を向

けた。傍らを見ると 70 くらいの女性が、クラス会の流れで来たと言う。私は少し

前に小林旭の「北へ」を唄っていた。「憶えていないと思うけど、あなたのお父さ

んと私の兄が親友で、私は一番末の妹なの」「ああどうも」「いい唄ありがとう」。



お袋から聞いていた親父の幼馴染で体全体に龍の刺青を入れた人がいたことを。

親父も早くに死んだが、その人はもっと早くその年の初雪が降った朝に亡くなり、

親父はなぜか悲嘆を表さなかった。奥さんは二人の子供を連れて家をたたんだ。

その後水商売へと。そして化学工場を地道に勤め上げた人がいた。親父の葬儀に

は来なかった。自宅、娘の前で号泣していたそうだ。親父が死んだあと抜け殻の

ようになり孤独死した安さん、若いころ４人で東京に家出したという。もしかし

たら女性は肩身の狭い思いをしているのではないか、私は何も言えなかった。「北

へ」は男たちの挽歌ともいえた夜であった。合掌 

親父の想い出にストレートに応えたかった。義と友情、今、ないがしろにさ

れる価値観に精一杯の真心で向き合った父たち。私は涙を禁じ得ない。父亡き後、

重い酒の箱を軽四のワゴンで運ぶ母。泣きながらとった自動車運転免許。きちが

い水とはよく言ったものだ。母は免許制度にあぐらをかき、酒乱や、依存症の人

など、気にも留めず酒を拡販した。幸福になれるわけはない。とてつもなく悪い

ことと表現したのは、恨んでいた人間もたくさんいたからだ。父はそれが辛かっ

たのである。自ら依存症の道を歩む。父が母に手を上げた。「当たり前の顔をして

いる」。母には意味が分からない。優しい父の苦しみ。天国から私を見ていて下さ

い。私はあなたと同じ義侠の道を歩んだみたいです。我が儘な母に手を焼いてい

ます。でもあなたは母に感謝していますよね。母は強かった。親父みたいな人間

がいたことを知ってもらいたかった。それだけです。 



父の左上腕に３センチほどのミミズのような刺青があった。脳動脈瘤になっ

た父は親不孝をした罰だと線香の火を近づける。彼は幼馴染と二人、彫師のもと

に訪れたという。父はその道に入るか悩んでいた。どうもしっくりこない。任侠

とは暴力を背景とした金がらみの世界。男を売る。か、早くに兄をなくした父に

は義兄弟というものへの憧れがあった。父は手刀が入ったところで「痛い。俺に

は無理だ。やめとくよ」「勇、情けないぞ、ここまで来て」「そうだな。でも俺み

たいな軟弱者に渡世は無理だ。」「俺は極道になるしかない」父は本当に痛みに耐

えられなかったのか。後に命を懸けて頭部手術をする父がいる。私は思う。刃が

彼の肌を削るとき、なんだかんだと言っても自分には慈しみ、育み、愛してくれ

る父、母がいる。頭をかすめたのだろう。そして幼馴染には最早その存在はなか

った。父の全身に両親の想いが広がった。親にもらった大事な肌を刺青で汚して

はいけない。彼は踏みとどまった。優しき義侠の男として生きていこう。彼は静

かに意識した。 

きちがい水を売って生きている。酒乱、依存。父の苦しみは女子供が嘆く男

たちの醜態より、その背景にある世間、人間の業についてであった。若き祖父は

単身富山から大阪へと向かった。釜ヶ崎、土方の立ちんぼう。著名な社会主義者

との出会い。大逆事件を 18 で経験し、革命よりも現実的な組合運動に力を向け

るため紡績工場の職工となる。（チャーチルは言った。20 歳のときリベラルでな

ければ、あなたは心がない。40 歳のとき保守でなければあなたは頭が悪い）自立

しかない。出世を果たし職⾧になり家一軒をあたえられ、大正にテニスを楽しむ



までに至る。病気を機に帰郷し農協の購買部で経理を担当することに。小学４年

しか出ていない彼はどんなにか努力をしたであろう。⾧男が戦時中 19 で病死。年

の離れた次男の父は仲の悪い父母のもと溺愛されて育つ。酒税法、免許制度。祖

父は酒一合飲むと湯呑をうつむける強い自制心があった。農協閉時の後の為、人

品、資金共に認められた祖父に酒小売の免許が下りる。農家の若い嫁たちに小遣

い金を稼がせるため、仕事を用意した優しい祖父。酒の弊害は理解していたと思

う。彼は⾧男と同じく病弱な次男の為、安定し無理のない仕事を残してやりたか

ったのだ。二つの村さえ押さえれば、食べていける。競争は少ない。苦労人の祖

父であった。だが父は何かやるせない。店の銭函から金を握りしめると街道に飛

び出し砂利道をバス停に向かった。「勇さん、マタカさんが来た。」父は街で皆に

酒をふるまった。祖父の徳分を食いつぶすように見えるが、父は自らの良心を神

仏にさらけ出していた。何度も言うが、寂しかったのである、世間が。父は愛を

求めた。皆、金へ向けて猛ダッシュだ。父が金の苦労を知らなかっただけか。な

ぜ祖父は教えなかったのか。きっと祖父も目先の金より愛の方が大事、必ず食べ

ていけることを信じていたのである。女工だった初婚の妻、若くして亡くなり島

根のお身内に遺骨、位牌を渡したとき、冥福を願い緑の観音様の座像を贖った祖

父。貧乏は敵だ。静かに転向する。そして観音像をどうしても祖母には壊せなか

った。そして母が嫁いできた。私が誕生することになる。父の義侠心、母の生活

力。噛みしめて、明日も戦うために私は北へ流れる。 

℞３年８月（息を吸う心）から 



 

釈迦様はお坊っちゃんである。暑い寒い、食べるものも心配しな

いでいられる。そういう境遇にあった。だが何故、苦悩し出家し

たのか。四門出遊、老いた人、病に苦しむ人、死に行く人、そんな現実、人間の

人生の空しさを、それだからこそ深く認識されたのだろう。そしてただひとつ北

の門を出るとき沙門とよばれる出家者の清々しい姿をみる。何の囚われもない。

静かな真の美しきに満ちた姿があった。そんな風に生きてみたい。お釈迦様は少

し希望を感じた。ある女性がいる。貧しき家に生まれる。馬小屋みたいな家だっ

たという。7 才の頃から牛乳売りを始め学校もろくすっぽ出ずに、奉公にでた。

父親は足が不自由でそのことをからかわれたという。彼女は奉公先の主人に可愛

がられ呉服屋を営み成功する。ここである。釈尊が生きた時代も貧しき人たちが

たくさんいただろう。その人たちの本当の願いは家族の息災と衣食住。つまり生

活苦からの脱却だったのではないだろうか。釈尊というか仏陀の教えはどう貢献

したのだろうか。仏陀は応病与薬、その人、その人に合わせ法を説かれたのであ

る。さきほどの女性とすれば自分を助けてくれた恩人に感謝するだろう。それは

大切なことである。前後するが釈尊は餓死寸前まで行く、激しい修行をされる。

が、結果的に人々は苦を求めるから苦しまなければいけないのだ。という結論に

達する。ということは楽を求めればいいのである。各人おのおの、固定観念を持

ち、しがらみ縛りがあると錯覚し、欲を深め、自分を鍛え上げ他人よりもすこし

でも上にあがりたいと思う。それが不幸をもたらすのである。大事なのは優しい

お



顔、柔和な心、愛情ある言葉、つまり思いやりを広げ、明るく、素直に温かく生

きてゆく。変な功名心は捨てて相手の方に向いてあげる。そこに安楽、幸福があ

るのだ。世の中、仕事をすれば様々な利害関係にわずらい苦しむこともあるだろ

う。しかし人を利用して使い捨てカイロのようにすることは絶対にいけない。話

が飛ぶが国と国との外交、「これは国益のため、いかに他国を利用するか考える

のが当たり前だろう」と言った、中国生まれ、日本で会社をつくり 200 億の財

産を築いた男がいる。もしかしたら、この男は人までも単なる利用の対象にして

いるのでは。結局、世の中それを是とするものが大人とよばれ、強者になってい

くのだろうか。そこには自由も愛も平和もない。200 億も何に使うのであろう

か。失うことへの恐れでいっぱいだろう。本当の意味での友情、愛情を培うこと

はできるのだろうか。仏陀の教えは生活の向上よりも自已への執着から離れ、永

遠の平安を目ざすものである。しかし信じて行えば、色心両方、困窮しないよう

因縁に基づき果報は訪れるのである。いろいろみんな心配ごとはあるだろう。そ

れを神仏に預けて、つまり南無して、自分が楽な方へ素直に流されていく、そし

てすべてに「ありがとう」と言おう。心が少し穏やかで幸せな気分になってくる

からね。南無妙法蓮華経。 

私はテレしていた。「いや、たいへんよ。いいね、あそんどれて」。だが私の

心の奥は「俺は働いているんだ、苦しくてもな。お前とは違う。」そんな傲慢な

思いがあった。差別が憎い。その気持ちのうらはらで私は仲間と呼ばねばいけな

い人達を軽蔑していたのである。「理屈なんかいらない、甘えだというのもよく



わかったから」尾崎が偏見をもつ大人たちに答えた言葉である。現在、障害年金

を受給して仕事をしてない私は、働く人達に申しわけないと思わなくてはいけな

い立場にあるのだろうか。「兵隊さんよ、ありがとう」それだなあ。すると非生

産者、つまり子供、病人、老人は、生きていちゃいけないか。働いていない奴は

駄目なやつだ。世間にいらないやつだ。そして自分で自分を追い詰めるやつがい

る。自らの生存を心配し悩み、その結果、自分も他人も傷つけるのである。すべ

て神に委ね、心安らかに隣人を愛する。このことのみが真の安楽へと向かうだろ

う。仕事がなくなったら何をしていけばいいかわからない。典型的仕事人間であ

る。酒を呑んで寝ていてもいいし、唄をうたっていてもいい。何かにケツを叩か

れてきた人には仕事を取り上げられるのは、なにをなすべきなのか分からなくな

るのであろう。ワークホリック悲しきかな、企業の論理、倫理にどっぷりつかっ

ている。ひとの顔色と自分の位置、評判ばかり気にかけて自分はどうありたいの

か哲学してこなかった人達。さみしいものだなあ。人のことは言えない、私も発

症する以前は典型的仕事人間、ある意味では企業の大義名分が、のしかかった犠

牲者といえた。話は変わる、ある女性がいた、彼女は婿養子をもらい娘もひとり

いる。そして毎夜、ある男のもとへ湯を浴び出掛けるのである、男は病となる。

女はある宗教団体の仲間に祈願供養を依頼する。しかし、男は死ぬ。女は泣きわ

めき、仏をののしり、教団の仲間の無力さを恨んだ。自己中心、自分のことしか

考えていない。親不孝もの。そんな眼で教団の人達は観ていただろう。いつから

彼女が男と親密な関係になったのかはわからないが、農家の⾧女である彼女にし



て田んぼが彼らの愛の障害になっていたとすれば、かなり同情の余地はある。か

つて私も彼女はふしだらな情欲にはしる毒婦だと思っていた。だが今、待てと思

った。周りのことが見えない、だが因習、常識、世間体そんなものを、肘鉄を食

らわせ振り回し引きずり倒すように、己の恋に命をかけた彼女は、もしかしたら

美しい心の持ち主なのではないだろうか。姦淫の罪。しかしその戒を意識したか

らこそ虚栄心をすて自らを皆のまえに投げ出したのではないだろうか。そこには

戒というものと真摯に格闘した女の純然とした真心が垣聞見えるだろう。一途。

そして仏様は最善の結果をだされた。10 才にもならなかった娘と、待ち続けた

夫、かれらの愛を忘れてはいけなかったのだ。また愛された男は至上の死を迎え

たと言える。 

ℍ28 年（激するさとり）から 

 

みなさんへ 

病室が一緒になった。彼は私と歳も近かった。みためは恐い顔をしていたが、口

調、声色から受け取る印象から推察するとおとなしく従順なひとであった。「は

い」「はい」命令に服従するように応答する。看護人はいつしか彼を呼び捨てにし

ていた。私は親しい看護人に「さん」付けするようにもとめた。私はそんな彼の

姿に対し「何故か」と自問自答していた。彼の無抵抗さに侮辱される原因がある

のは明白だった。彼に職歴を思い切ってたずねてみた。強烈な命令のもと 60 キ

ロにもなる荷を担ぎ運び続けたという。辛かったと語っていた。「仕事を辞めると



は考えなかったのか」。初めての社会、体験ならば何処へ行っても世間ではそんな

ことは当たり前だと思ったと言う。彼は耐え続けたそうだ。ただ食うために、そ

うただ食うために。生殺与奪の権を握られたと感じた彼は人間への不信に陥り、

奴隷のように生きることを選択してしまった。彼が悪いのであろうか。彼は世間

の冷たい風から逃げられなかった。彼は献立表を確認するため労をいとわず不自

由な足でなんども歩行をくり返す。その姿、その表情はまさしく餓⿁である。「品

性がないか」、そこがひとに軽んじられるゆえんであろう。しかし彼は優しい、本

当にひとの痛みがわかるのだ。「泣きながらパンを食べたことのないものに人生

を語る資格はない」。ひとは自尊心をどこまで保ち続けることができるのだろう

か。彼は私になにかを投げつけているような気がした。彼とは二人部屋だった。

彼にイエスの聖旬「ひとはパンだけで生きるにあらず」を伝えた。そしてエゴ（自

己執着）に立ち向かった私の父親の話をした。無口な彼が「自分にはそんな立派

な父はいない」と自分の意思を語ってくれた。ある日彼が私のベッドの脇に立っ

ていた。私はなにをしているのだろうと。みると棚、聖書の上に一個のカステラ

がおかれてあったのだ。どういう意味だろうか。聖書より、つまり心よりモノの

ほうが上、つまり大事だと言いたいのか。だがそれは確実に違っていた。彼はさ

わやかな笑顔を見せたのだ。その表情は餓⿁ではなくまるで使徒ペテロのようだ

った。彼はひとに施す、つまり布施の精神が得心できたのである。彼は愚弄され

嘲笑をうけ虐げられてきた人間だった。彼は「愛をつかみ、また伝えることで人

としての尊厳も取り戻せるのだ」と人間不信から抜けた。それを私は信じたい。



そして真由子先生と日馬富士のことで談笑する彼の姿に、私は彼の奥にある深い

思いやりを、垣間見たような気がした。彼にとって大相撲は、苛酷の一代名詞に

しか過ぎないだろう。一⾧一短なのが人間である。また理想的とは、イメージす

るのが難しい。愛の起点にイエスの教えが真実、寄与できたのなら、本当に嬉し

い。彼はオリジナルな苦難の人生があったからこそいまがある。優しさが生まれ

るのは、安らかで力まず素直な人間らしい生き方からか、繰り返し虐げられる殺

伐とした生活からか。結果、必ず、皆に愛に満ちた生活がもたらされることを私

は望む。そして彼の受容的な姿が、真に自らの心といつも一致することを、私は

切に願っている。それが素直な利他の精神に違いないからである。私は彼を祝福

したい。 

みなさんへ 

母を真の愛へ導くため日夜考えている。病弱で仕事もできなくなった父。いつも

の場所、こたつに入り深夜までひとりで考え事をしていた。私は嫌だった。たま

に父と枕を並べるとき大きないびきがひびいた。私は嬉しかった。生きている、

父は生きている。母は問屋、客とがんがん話をはずませる。彼女の悪いところは

貞操観念も強いのだが、深く考えず狸雑なものいいをときどきするのである。彼

女と話せばすぐわかるのだが、出世、富、財産、名誉いわゆるこの世の成功を求

める価値観。利己愛をすて本当の美しさ、優しさ、慈愛を追求したいと思う父。

神と富、心と金、水に油だったのである。真理は父にある。母には理解できない

だろう。そんな父といるのが辛いのなら私たち兄妹、いや私を捨てて出ていけば



よかった。手柄顔で家を建てた、土地を買った、墓を立てた。母がいなかったら

私は施設へ行くか、餓死しただろうか。だがこれも因縁。父はその母の猥雑なと

ころを憎み、その単純な無作為さと短慮に手が出たのであろう。それは私に対す

る侮辱の回避からであり、父が嫉妬深かったと言うより、母の軽薄さを感じとっ

た父は、聖なるものを畏れていたのだ。そしてそれは私の神としての神聖さを凌

辱させまいとする、聖霊の意思であった。頑固で強情だが、短気が根性に裏打ち

され利害関係にも筋を通す母の存在。私にとって、母は大事な役割を担っていた。

でも子供が愛しいのは我が母だけだろうか。愛さねばならぬ妻子を偉大なる目的

のためにすてられた釈尊。彼は見捨てたのではなく、このままいけば人間として

共倒れになる。それではいけない。そして生命の秘密を解くため、あえて縛りに

なる親子の縁を切られたのだ。世は母をほめ、父を嘲笑し侮辱しさらしものにす

る。釈尊もイエスもそうであった。父は神の奥義、仏陀のサトリをつかんだのか

もしれない、それを私は信じたい。父は今パラダイスで、笑顔でいるに違いない。

父が酒をのんで失禁した。自暴自棄になった。いや違う。どこかで自分を批判す

る母への復讐があったのではないだろうか。正直に生きたかったのだろう。見栄、

体裁なく優しくて弱い人、そういう人を神は大好きなのである。仕事もしないプ

ラプラした男で、てんかんで倒れる。驚愕する母。だまされたと思ったと語る。

だが父は史上まれにみる、ナイスガイだった。見抜けず、評価できなかった母。

生きてくため、母は素直に利己的で非情だった。彼女が父を否定することは、私

の現在もすべて消し去ることに繋がる。Satan の体制の意味を知らない母。他人



の不遇は自己責任で片付ける。父は脳動脈瘤という病気だったのである。辛かっ

ただろう。それを乗り越えて愛についてソクラテスのように哲学していたのだ。

ヒモではないのだ。もしそうなら母は家を出ていったであろうか。「彼女は気付い

ていたか。彼の価値を」いま、きっと父は言うだろう、母に、「⾧い間ごくろうさ

ん、ありがとう」と。私もまた同じ気持ちなのである。 

ℍ27 年 3 月（林さんはじめみなさんへ）から 

 

君へ 16 

 頑張って、まゆさん、闘志のある限り大丈夫。責任なんて糞くらえ。君は愛

に生きているんだ。悪い結果があるはずない。ただ神仏に委ねよ。南無妙法蓮華

経。現世利益を求めるのは恥じゃない。好きな人を思うのは煩悩なんかじゃな

い。人間らしく、優しい人、それがすべて。我が愛しき人よ。いま生きておれる

のは君のおかげだよ。本当にありがとう。ネガティブを包み込もう。「幸せを目

指す」そう構えなくていいよ。幸せ、猫を抱きしめるだけで至福を感じます。悪

天候には何もしない。自然に。それが大切。 悪魔は嘆いた。「どうしても勝て

ない」。それは立派な人でも強い人でもない。もちろん聖書に詳しい人でも。「こ

んな人間は厄介だ」。失敗するのに立ち上がる。転ぶのに感謝する。傷つくのに

愛する。つまりイエスキリストと生きている人。悪魔は完ぺきにこなす人を恐れ

ない。むしろ失望しやすく扱いやすい。でも許されていることを知っている人。

恵みを楽しんでいる人。喜びを失わない人には勝てない。なぜなら自分は戦わず



イエスを信じているからだ。これを知っている人は、失敗しても、恥をかいて

も、笑って、また歩き出す。悪魔はここで手詰まりになる。攻めても聞かない、

脅しても聞かない。その人はイエスキリストの側に立っているからである。常に

イエスへの感謝を忘れないからである。念仏者のように、たがいに完璧でないか

ら許し合おう。ではなく人間仕方なく生きていることに気づけ。だから神の愛が

すべてである。南無妙法蓮華経。 

 教育勅語を知っているか。臣民という奴隷であるお前たちは、機が来れば、命

を含む一切のものを、天皇家を守るために投げうてというものだ。高市は靖国と

ともに利用して政権に就いたマキャベリスト（策略家）だ。いま穏健派の保守を

名乗る。リベラル派の有権者を取り込むためだ。この極右からの変節。保身のた

めのメギツネでしかない。とにかく自維参（統一教会、国保逃れ、ヘイト排外主

義）を選挙で勝たしてはいけない。自由を奪われ、人権無視の戦災からの亡国へ

と向かうこととなる。平和外交を掲げる、れいわの議席を増やす。それしかな

い。とにかくまず戦争ありきはおかしいのだ。大日本帝国の復活は本当に要らな

い。実に嘆かわしい。国民の意識、かなり危ない。繋がった金のため読売新聞は

れいわ、共産を無視している。国民の知る権利を侵害している。もはやそこに世

論の誘導がある。許してはいけない、この傍若無人を。 

自民、公明、平和の認識が大きくずれた。一緒にはやってはいけない。当然の

結果だ。心ある人には判る。これからも原理主義的に平和、人権に重きを置き、

党勢を上げ、与太者高市の首を取ってもらいたい。野党共闘大いに結構。斎藤代



表応援します。だが安保法制、原発再稼働、立憲の歩み寄り、れいわの共闘はや

はり無理だな。平和、安全に逆流している。高市の首をとれるかな。 

多分この本は衆議院選挙後に発行となります。 （自民党大勝、高市への支持から）

このシナリオだけは御免こうむりたい。平和を望めば平和は来る。戦を望めば戦

は来るのだ。若者たちよ、妖怪たちのために尊い血を流してはいけない。戦とは

地獄の窯より熱き炎で焼かれるのだ。人間が完全なる⿁になるのだ。平和主義国

家日本、高市退陣のためのデモ行進が起こってもおかしくない。知らず知らずの

うちに独裁軍事国家へと歩む路線が出来上がりつつある。平和のために命を懸け

なければ。金の亡者たちを糾弾し排斥する。皆心せよ、目覚めよ。神の国は近づ

いた。 

 

「なんだ、早くも登場か。大人しくしてれば好いものを」。悪魔の呟き声がする。

降雪、積雪。母がドンドン除雪をする。私はしない。私には解る、サタンの思惑

が。私が、必死になって歯を食いしばり、生活と格闘することを悦に入って楽し

もうとしているのだ。だから私は動かない。雪は必ずとける。ずっと冬籠りを続

けよう。聖書が言う。「酒でものんどれ」。そうか、ジッと春の来るのを待つ。正

解みたいだ。母は絶対参ったとは言わない。 

ニーチェの馬というハンガリーの映画がある。確かタルベーラという監督のも

の。大筋は唯一移動手段だった馬が動けなくなり最期、悪漢によって井戸に砂を

入れられ食いものも尽き、孤立死に向かう父娘の話だった。ニーチェは狂う何日



か前、荷車を引けず鞭で打たれて、いななく馬の首にすがり「私と一緒」だと号

泣したという。何かに縛られる人間たち。神の懲罰、生老病死。立ち向かうこと

で名誉を付与され、また頑張る。皆、サタンが喜ぶことをいつも選択する。生活

のため、尽力する。結局はありがとう。ただ祈ることだけは忘れないでね。 

来る世まで懸命に生きるのは仕方のないことなのかも知れない。でも神を信じ

ているかい。欲望を追うのではなく、愛をもってお互いを察し、目的を作らず人

生を歩む。意地を張らず助けの声を挙げる。因縁と親切心があれば必ず愛をもっ

て報われる。人は思うより孤独ではない。ちょっとした行き違いと意志薄弱から

人間関係はふらつく。そして逃げ出す者もいる。裏切りである。友情とはいかに。

弱くてケチな人が大半だけど、人に対し過敏にならず皆、愛し合おうよ、確かに

神の国が待っている。小さな声でもいいから、勇気を出そう。すべての枠をこえ

て、きっと幸せになれる。自由、平和、愛。偽善者も多いから覚悟して。 

そしてたくさんの真子、千華が世界中にいる。愛すべき若者たちだ。ニーチェ

や尾崎豊のように管理、競争社会の中、自由を求め世間に黙し立ち向かった、そ

んな若者たちがいる。独りアパートで声を押し殺し泣いていた、いたいけな彼ら、

彼女たちはきっと救われる。そして若者よ、いつも素直に生きよ、君達は一人じ

ゃない。神が見ているのだ。天を仰ごう、また地を踏み、しっかり人に接しよう。

壁に向かってぶつぶつ言うのは禁じ手だ。自分を虫けらなどと思わず本当の宝の

山だと確信し、また周りに認知させよう。失業中、職業訓練の日、講師が「⾧所

の無い人間などいない」と。「私には売りになるものは何もありません」と応えた。



そしてただ働くだけが能じゃない、乞食のプロもいるだろう。いかに憐れに見せ

るか。インドでは親が生まれた赤ん坊の手足を切断するという。乞食の階級に生

まれたからである。しかし自信をもとう。⾧所の無い我が身が悪いのではなく、

そう信じ込ませた非人間的な組織が悪なのだ。サタンと戦う、勇気あるホームレ

スは自由に生きる。また幸いにも労働から離れ乞食のように生きている人はたく

さんいるだろう。それでいい。この書きものはそんな受け身の人にも勇気が与え

られる。そんなものであったらいい。 

ℍ30 年㋂（真子へ 千華へ）より 

 

美を 

金で求める必要はない。 

春になれば 

冬に枯れた草木さえ。 

美しくなる。 

 

印刷、製本のスタッフの皆さん、いつもありがとうございます。 

必ず神に祝福され幸せへと向かいます。 

「特に恋人は大事にしてあげてください。それがすべてですよ。ご縁を大事に。 



きっとお相手は生まれたときたくさんの方にウェルカムと言われました。そのこ

とをいつも忘れないでください。大事な人。生まれてくれてウェルカム。一緒に

生きていこうねって声かけあって」。 

永遠の命の下、神の王国で待っています。 

それまでの息災を祈ります。 

今回も本当にありがとうね。 

 

小沢慎一氏 この冬、疾病を抱えての活動は難儀でありましょう。心よりお見舞

い申し上げます。今回もまたお世話になります。あなたのおかげで気持ちを前の

めりに保つことの大切さを強くかみしめております。そしてコンテンツにかかわ

らずＵＰされる勇気と誠実さに本当に感謝申し上げます。暖かい春を待ちなが

ら、やわやわと参りましょうか。また重責大変かと思いますが、御身大事にされ

ること衷心より祈っております。本当にありがとう。感謝の言葉は尽きません

が、筆をおかさせていただくことお許しください。元気でいて下さいね。風に立

つライオンのように。 

義人（ヨシト） 

 




